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写
真
文
化
を
通
じ
た
東
ア
ジ

ア
地
域
の
連
携
を
目
指
し
て
、

東
川
町
、
東
川
町
写
真
の
町
実

行
委
員
会
は
２
月
９
日
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
初
の
東

ア
ジ
ア
写
真
文
化
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
き
ま
し
た
。

　

本
町
が
「
写
真
の
町
」
宣
言

30
年
、
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
30
周
年
を
迎

え
る
の
を
機
に
、
各
地
に
呼
び

か
け
て
開
き
ま
し
た
。

　

（
社
）
日
本
写
真
協
会
の
大
平
温
（
ゆ
た

か
）
業
務
執
行
理
事
、
神
奈
川
県
相
模
原
市

の
「
フ
ォ
ト
シ
テ
ィ
さ
が
み
は
ら
」
実
行
委

員
会
・
角
村
美
文
委
員
長
ら
２
人
、
芦
北

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
の
写
真

家
、
今
岡
昌
子
さ
ん
（
熊
本
県
芦
北
町
）
、

韓
国
江
原
道
寧
越
郡
の
ジ
ョ
ン
・
ス
ン
ウ
写

真
博
物
館
学
芸
士
ら
２
人
、
台
湾
東
方
設
計

学
院
の
邸
奕
堅
写
真
学
位
学
程
学
科
長
が
出

席
。
関
係
団
体
同
士
の
今
後
の
連
携
と
交
流

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
し
た
大
平
氏
は
、
同
協
会
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
東
京
写
真
月
間
を
引
き
合

い
に
、
「
ア
ジ
ア
の
写
真
家
と
長
年
交
流
を

重
ね
て
き
た
。
写
真
家
の
紹
介
、
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
な
ど
、
情
報
を
支
援
で
き
る
」
な
ど
と

連
携
に
前
向
き
な
姿
勢
を

示
し
ま
し
た
。

　

前
日
に
写
真
文
化
推
進

連
絡
協
議
会
の
設
立
総
会

を
開
き
、
写
真
文
化
を
通

じ
て
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
自
治
体

と
連
携
を
図
る
同
協
議
会

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
年
９
月
20
、
21
の
両

日
に
は
、
山
口
県
周
南
市

な
ど
賛
同
す
る
自
治
体
関
係
者
が
参
加
し
て

本
町
で
初
の
総
会
を
予
定
。
写
真
文
化
で
積

極
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
連
携

を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

敏
さ
ん
（
45
）
、
北
町
３
丁
目
、

森
本
大
記
さ
ん
（
42
）
、
18
区
、

篠
原
猛
志
さ
ん
（
42
）
ら
毎
年

集
ま
る
友
人
が
そ
れ
ぞ
れ
モ
ー

ビ
ル
を
持
ち
寄
っ
て
子
供
た
ち

を
出
迎
え
ま
し
た
。

　

雪
中
コ
ー
ス
は
し
っ
か
り
固

め
て
万
全
の
整
備
。
40
人
の
子

ど
も
た
ち
が
交
互
に
３
台
の

モ
ー
ビ
ル
に
乗
り
、
風
を
切
っ
て
真
っ
白
な

雪
上
を
疾
走
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、
前
の
日
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
。
モ
ー
ビ
ル

の
運
転
席
に
乗
っ
た
り
、
大
型
タ
イ
ヤ

チ
ュ
ー
ブ
の
特
製
そ
り
に
乗
り
込
ん
で
満
面

の
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。

　

山
中
さ
ん
ら
は
、
養
護
学
校
の
子
ど
も
た

ち
に
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
楽
し
い
遊
び
を
企

画
し
、
今
年
で
27
年
目
。
喜
ぶ
笑
顔
を
毎
年

楽
し
み
に
「
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
よ
」
。

　

２
月
18
日
、
道
立
東
川
養

護
学
校
小
学
部
の
子
ど
も
た

ち
が
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
乗

っ
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　

７
南
区
の
農
業
、
山
中
仁

志
さ
ん
（
67
）
の
広
い
田
ん

ぼ
が
い
つ
も
の
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
広
場
。
東
雲
の
梶
畑
直

　

１
月
26
日
、
第
一
小
学
校
（
澤
田
安
男
校

長
、
29
人
）
が
今
年
も
全
校
生
で
一
小
巻
き

づ
く
り
に
挑
戦
。
昨
年
を
約
２
メ
ー
ト
ル
更

新
し
て
全
長
23
・
４
メ
ー
ト
ル
と
長
い
手
巻

き
の
の
り
巻
き
寿
司
を
作
り
ま
し
た
。
お
昼

は
体
育
館
に
集
ま
っ
て
み
ん
な
で
昼
食
会
。

「
お
い
し
い
」
と
大
き
目

に
切
り
分
け
た
の
り
巻
き

を
２
本
、
３
本
と
ペ
ロ
リ

と
平
ら
げ
舌
鼓
。

　

節
分
恵
方
巻
き
に
習
っ

て
、
３
年
前
に
全
校
で
太

巻
き
を
手
作
り
し
た
の
が

始
ま
り
。
の
り
巻
き
づ
く

り
に
必
要
な
米
は
、
隣
地

の
金
森
登
さ
ん
の
田
ん
ぼ

を
借
り
て
い
る
学
校
田
で
収
穫
し
た
「
お
ぼ

ろ
づ
き
」
12
㌔
㌘
を
使
い
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
今
年
は
学
校
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
使
っ
て
夕
顔
と
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
挑
戦
。

ご
は
ん
で
包
む
具
の
中
の
か
ん
ぴ
ょ
う
と
干

し
シ
イ
タ
ケ
も
手
作
り
し
ま
し
た
。

　

み
そ
汁
用
の
手
作
り
豆

腐
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
は
失
敗
。
急
き
ょ
、

町
内
の
豆
腐
店
か
ら
取
り

寄
せ
に
。
年
を
追
っ
て
自

前
の
食
材
が
増
え
「
来
年

こ
そ
は
豆
腐
作
り
も
成
功

さ
せ
た
い
」
と
気
合
い
を

入
れ
直
し
て
い
ま
し
た
。

一
小
巻
き
、さ
ら
に
な
が
〜
く
記
録
更
新

一
小
巻
き
、さ
ら
に
な
が
〜
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記
録
更
新

東
ア
ジ
ア
の
写
真
文
化
連
携
―
初
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
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ジ
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の
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文
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携
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の
国
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爽
快
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ス
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ス
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喫
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東
川
産
ぶ
ど
う
１

０
０
％
原
料
の
赤
ワ

イ
ン
「
ひ
が
し
か
わ

ワ
イ
ン
２
０
１
４
」

（
仮
称
）
が
今
秋
、

い
よ
い
よ
新
登
場
し

ま
す
。
町
で
は
町
民
、

ひ
が
し
か
わ
株
主
の

皆
さ
ん
に
い
ち
早
く

新
酒
を
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
、
限
定
先
行
予
約
の
受
け
付
け
を

始
め
ま
し
た
。
希
望
者
は
道
の
駅
・
道
草
館
、

東
川
振
興
公
社
で
予
約
可
能
で
す
。

　

「
お
い
し
い
ワ
イ
ン
は
お
い
し
い
ぶ
ど
う

作
り
か
ら
」
と
栽
培
に
定
評
が
あ
る
ナ
カ
ザ

ワ
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
経
営
（
ぶ
ど
う
農
場
）
、

中
澤
一
行
さ
ん
（
48
）
＝
岩
見
沢
市
＝
の
栽

培
指
導
を
受
け
、
10
Ｒ
（
ト
ア
ー
ル
）
の
経

営
者
で
、
国
内
で
評
価
が
高
い
ワ
イ
ン
醸
造

家
、
ブ
ル
ー
ス
・
ガ
ッ
ト
ラ
ブ
さ
ん
（
52
）

＝
同
＝
に
醸
造
委
託
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

前
評
判
を
高
め
、
ひ
そ
か
に
各
地
の
酒
販
店

か
ら
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
よ
う
。
早
く
も

販
売
取
り
扱
い
希
望
の
打
診
が
入
り
始
め
ま

し
た
。

　

昨
秋
の
ぶ
ど
う
収
穫
量
は
約
３
ト
ン
。
生

産
量
は
約
２
千
６
０
０
本
と
ま
だ
少
量
で
す
。

そ
の
た
め
今
年
の
販
売
本
数
は
、
町
民
用
、

ひ
が
し
か
わ
株
主
用
と
も

に
６
０
０
本
ず
つ
の
限
定

で
、
残
り
は
町
内
の
ホ
テ

ル
、
旅
館
、
酒
類
販
売
店

な
ど
に
卸
し
販
売
の
予
定
。

第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
の
㈱

東
川
振
興
公
社
（
山
森
敏

晴
会
長
）
が
、
酒
類
販
売

に
加
え
、
酒
類
卸
売
業
免

許
を
取
得
し
て
特
産
ワ
イ

ン
の
卸
し
販
売
も
担
い
ま
す
。

　

町
内
２
カ
所
の
ぶ
ど
う
畑
で
は
、
セ
イ
ベ

ル
種
に
加
え
て
、
昨
春
か
ら
ピ
ノ
ノ
ア
ー
ル

種
（
赤
）
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
種
（
白
）
な
ど
４

品
種
も
試
験
栽
培
を
始
め
て
い
ま
す
。

会
。
「
イ
ネ
」
と
は
、
亥

（
い
）
年
と
子
（
ね
）
年

生
ま
れ
の
卒
業
生
が
集
ま

る
会
と
い
う
意
味
。
故
中

川
音
治
元
町
長
、
農
民
彫

刻
家
と
し
て
活
躍
し
た
故

松
田
与
一
氏
ら
も
同
期
生

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

15
年
ほ
ど
前
か
ら
集
ま

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、

今
も
達
者
な
町
内
最
長
老
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん

は
、
寺
林
信
夫
さ
ん
（
南
町
１
）
、
御
家
瀬

重
信
さ
ん
（
17
区
）
、
横
幕
作
一
さ
ん
（
18

区
）
、
佐
藤
正
次
郎
さ
ん
（
23
区
）
＝
写
真

左
か
ら
＝
。

　

「
最
盛
期
に
は
30
人
く
ら
い
は
い
た
か
な

あ
」
と
い
う
会
で
す
が
、
今
出
席
し
て
い
る

の
は
４
人
。
２
カ
月
に
一
度
の
間
隔
で
集
ま

っ
て
料
理
を
囲
み
、
活
躍
し
た
当
時
の
思
い

出
話
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

１
９
０
２
（
明
治
31
）
年
の

開
校
以
来
、
今
年
１
１
２
年
目

を
迎
え
る
東
川
小
学
校
の
同
窓

生
の
中
で
、
最
長
老
の
同
窓
会
、

「
イ
ネ
の
会
」
が
今
も
元
気
な

同
期
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
と

翌
36
（
同
11
）
年
に
東
川
尋
常

高
等
小
学
校
（
当
時
）
を
卒
業

し
た
同
窓
生
で
集
ま
っ
て
い
る

　

２
月
11
日
、
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
で
町
教
委
が
主
催
し

て
初
の
「
大
人
の
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
講
座
」
を

開
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
長
野
、
ソ
ル
ト

レ
ー
ク
両
五
輪
で
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
日
本
代
表

選
手
だ
っ
た
古
澤
緑
さ
ん

（
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
指
導
員
、
ニ
ッ
セ
ン
ス
ポ
ー

ツ
）
。
20
人
が
参
加
し
、
膝
に
負
担
が
少
な

く
運
動
効
果
の
高
い
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

親
子
か
ら
60
代
ま
で
年
齢
は
さ
ま
ざ
ま
。

旭
川
市
内
か
ら
も
参
加
し
、

好
天
の
雪
上
に
ト
レ
ー
ス

を
描
き
ま
し
た
。

　

「
興
味
を
持
っ
て
は
い

た
も
の
の
初
め
て
」
な
ど

と
比
較
的
初
心
者
が
多
く
、

ポ
ー
ル
の
出
し
方
、
前
に

交
互
に
ス
キ
ー
を
滑
ら
せ

て
進
む
滑
走
法
（
ク
ラ
シ

カ
ル
）
の
基
礎
技
術
を
学

び
ま
し
た
。
み
ん
な
す
ぐ
に
ス
ム
ー
ズ
な
滑

り
方
の
コ
ツ
を
つ
か
み
、
「
今
ま
で
自
己
流

で
滑
っ
て
い
た
基
礎
が
学
べ
て
勉
強
に
な
っ

た
」
「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」
と
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
で
健
康
づ
く
り
講
習
会

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
で
健
康
づ
く
り
講
習
会

キ
ャン
モ
ア
Ｇ
Ｓ
Ｌ
、最
多
の
ち
び
っ
子
選
手
が
競
う

キ
ャン
モ
ア
Ｇ
Ｓ
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、最
多
の
ち
び
っ
子
選
手
が
競
う

注
目
度

　 

ひ
が
し
か
わ
ワ
イン
、先
行
予
約
始
ま
る

注
目
度

　 

ひ
が
し
か
わ
ワ
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、先
行
予
約
始
ま
る

「
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？
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東
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グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イン
講
演

　

建
設
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
町
の
新

図
書
館
構
想
に
つ
い
て
、
武
蔵
野
大
学
（
東

京
）
小
峯
ゼ
ミ
の
学
生
が
、
学
生
独
自
の
視

点
か
ら
建
設
構
想
の
提
案
を
考
え
、
２
月
７

日
役
場
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

発
表
は
濡
音
洲
デ
ィ
エ
ゴ
さ
ん
（
環
境
学

科
都
市
環
境
専
攻
３
年
）
、
畝
本
翔
さ
ん

（
政
治
経
済
学
科
同
）
、
早
出
恵
理
花
さ
ん

（
日
本
文
学
文
化
学
科
同
）
の
３
人
。

　

基
本
機
能
を
①
蔵
書
図
書
貸
借
の
場
②
学

習
の
場
③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
④
情

報
発
信
の
場
―
と
と
ら
え
、
貸
し
出
し
機
能

で
は
、
こ
ど
も
向
け
図
書
、
専
門
書
、
漫
画
、

C
D
、
D
V
D
な
ど
蔵
書
の
充
実
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
の
充
実
、
司
書
の
充
実
、

開
館
時
間
の
延
長
、
全
国
図
書
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
接
続
を
提
案
。
学
習
の
場
と
し

て
個
別
ブ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
の
充
実
、
視
聴

覚
室
設
置
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
の

必
要
性
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
は
、
企
業
化

支
援
と
連
動
し
た
カ
フ
ェ
募
集
と
飲
食
コ
ー

ナ
ー
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
、
写
真
な
ど

展
示
ス
ペ
ー
ス
、
留
学
生
と
の
交
流
の
場
、

情
報
発
信
機
能
で
は
町
民
の
リ
ク
エ
ス
ト
や

疑
問
な
ど
に
答
え
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能

の
整
備
な
ど
、
町
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を

加
え
る
提
案
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

同
大
は
昨
年
か
ら
役
場
で
学
生
の
就
職
前

職
場
体
験
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
合
宿
な
ど
で
来
町
、

町
と
の
接
点
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

面
を
延
長
し
て
コ
ー
ス
距
離
が
延
び
ま
し
た
。

午
前
10
時
、
競
技
開
始
時
の
気
温
は
氷
点
下

６
・
１
度
。
早
朝
か
ら
良
く
冷
え
て
晴
れ
間

が
広
が
り
、
雪
質
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
選
手
は
、
昨
年
よ
り
36
人
増

え
、
過
去
最
高
の
２
４
２
人
。
ち
び
っ
子
選

手
は
家
族
の
声
援
を
受
け
て
力
い
っ
ぱ
い
の

滑
走
を
見
せ
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
、
お
父
さ

ん
ら
家
族
の
お
待
ち
か
ね
は
、
副
賞
の
豪
華

賞
品
の
数
々
。
折
り
た
た
み
式
自
転
車
、
温

泉
宿
泊
券
な
ど
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　

２
月
11
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
キ
ャ
ン

モ
ア
ス
キ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
で
第
10
回
キ
ャ
ン
モ

ア
Ｇ
Ｓ
Ｌ
大
会
（
大
回
転
）
が
開
か
れ
ま
し

た
（
本
町
関
係
分
の
大
会
成
績
は
16
、
17

㌻
）
。

　

全
長
８
８
５
・
４
メ
ー
ト
ル
、
最
大
斜
度

23
・
７
４
度
、
平
均
斜
度
14
・
２
５
度
（
小

学
２
年
生
以
上
コ
ー
ス
）
。
今
年
か
ら
緩
斜

　

１
月
31
日
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
「
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
東
川
町
ら

し
さ
を
考
え
る
」
と
題
し
て
デ

ザ
イ
ン
活
動
家
、
ナ
ガ
オ
カ
ケ

ン
メ
イ
氏
（
本
名
長
岡
賢
明
）

の
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
経
産
局
が
地
域
ブ
ラ

ン
ド
構
築
支
援
事
業
と
し
て
開

き
ま
し
た
。
伝
統
工
芸
、
地
場

産
品
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
紹
介
す
る
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
を
中
核
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
お
し
ゃ
れ
に
も
の
づ
く
り
に
触
れ

や
す
い
場
「
Ｄ
＆
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」

を
国
内
８
カ
所
と
韓
国
ソ
ウ
ル
に
展
開
。

　

47
都
道
府
県
の
そ
の
県
ら
し
さ
を
毎
年
集

東
小
同
窓
生
の
最
長
老
同
期
会
、今
も
な
お
盛
会

東
小
同
窓
生
の
最
長
老
同
期
会
、今
も
な
お
盛
会

武
蔵
野
大
学
生
、新
図
書
館
を
考
え
る
プ
レ
ゼ
ン

武
蔵
野
大
学
生
、新
図
書
館
を
考
え
る
プ
レ
ゼ
ン

め
て
47
の
も
の
を
繋
げ
る
フ

ロ
ア
『
デ
ザ
イ
ン
の
道
の
駅
』

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本

ら
し
さ
を
デ
ザ
イ
ン
感
覚
で

紹
介
し
て
い
く
雑
誌
『
デ
ザ

イ
ン
ト
ラ
ベ
ル
』
も
年
１
回

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

「
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の
土

地
ら
し
い
こ
と
、
そ
の
土
地

の
人
が
や
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
土
地
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
こ
と
、
利
用
価
値
が
手
ご
ろ
な
こ
と
」

「
見
て
、
会
っ
て
、
交
流
し
て
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
」
「
『
ら
し
さ
』
を
整
理
し
よ
う
」

と
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
話
し
ま
し

た
。

小6男子9位の杉本怜偉君（第5旗門）

東川振興公社職員がぶどうの仕込み作業をし
ました＝昨年10月、10R（トアール）農場ぶどう
酒醸造所で
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し
か
し
、
臨
ん

だ
大
舞
台
で
は

「
少
し
ゆ
っ
く
り

と
話
し
た
ら
、
38

秒
オ
ー
バ
ー
し
て

し
ま
っ
て
…
」
と

苦
笑
い
。◇

　

共
働
き
の
両
親

が
日
中
不
在
だ
っ
た
た
め
、
〝
じ
い

ち
ゃ
ん
子
〞
と
し
て
育
っ
た
そ
う
で
す
。

　
５
年
前
、
祖
父
、
定
一
さ
ん
（
昨
年

11
月
、
85
歳
で
逝
去
）
か
ら
経
営
移
譲

を
受
け
た
耕
作
面
積
は
３
㌶
。
町
内
水

稲
農
家
の
平
均
耕
作
面
積
13
㌶
と
比
べ

て
か
な
り
少
な
い
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

そ
の
直
後
、
定
一
さ
ん
が
負
傷
し
て

　

歴
代
の
町
内
先
輩
農
家
の
中
で
、
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
出
場
ま
で
進
ん

だ
の
は
過
去
２
人
だ
け
と
か
。
初
の
全

国
出
場
。
壮
行
激
励
会
で
練
習
成
果
を

披
露
し
、
持
ち
時
間
10
分
間
と
い
う
制

限
時
間
に
対
し
て
、
９
分
58
秒
と
ジ
ャ

ス
ト
タ
イ
ム
で
発
表
し
て
み
せ
、
み
ん

な
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

そ
の
メ
ー
ン
ゲ
レ
ン

デ
は
カ
ム
イ
ス
キ
ー

リ
ン
ク
ス
（
旭
川
市

神
居
古
潭
）
。
「
行

き
帰
り
の
途
中
に
あ

る
か
ら
好
都
合
」
と

サ
ン
タ
プ
レ
ゼ
ン
ト

パ
ー
ク
（
同
市
台
場
）

で
始
め
た
ス
キ
ー
場

ア
ル
バ
イ
ト
は
３

シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
、

今
で
は
練
習
に
欠
か
せ
な
い
ゲ
レ
ン
デ

の
一
つ
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
学
校
長
を
務
め

る
父
、
正
さ
ん
（
55
）
か
ら
習
っ
て
覚

え
た
ゲ
レ
ン
デ
テ
ク
ニ
ッ
ク
。
次
は
２

人
の
息
子
へ
と
受
け
継
が
れ
そ
う
で
す
。

手
術
。
長
い
入
院
生
活

と
高
齢
が
重
な
っ
て
、

仕
事
す
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
「
農
繁
期
の
手

伝
い
程
度
し
か
や
っ
た

こ
と
が
な
く
、
ハ
ウ
ス

の
管
理
の
仕
方
、
苗
の

水
や
り
、
温
度
管
理
を

口
頭
で
教
え
て
も
ら
っ

た
。
け
れ
ど
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
」
そ
う
で
す
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
の
け
が
で
真
剣
に
農
業

の
厳
し
さ
と
向
き
合
う
こ
と
に
。
青
年

部
の
仲
間
と
も
情
報
交
換
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
青
年
の
主
張
へ
の
出
場
を
勧

め
ら
れ
て
臨
ん
だ
大
会
。
祖
父
の
背
中

か
ら
学
ん
だ
農
家
の
心
、
農
業
へ
の
取

り
組
み
に
目
覚
め
た
思
い
を
込
め
た
ス

ピ
ー
チ
で
し
た
。

　

４
代
目
の
後
継
者
と
し
て
就
農
し
て

５
年
目
。
今
で
は
約
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

経
営
す
る
中
核
農
家
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

か
つ
て
、
プ
ロ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
日
を
夢
見
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

『
今
で
は
趣
味
の
一
つ
と
な
っ
た
』

と
壇
上
で
発
表
し
た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
。 今、生き生きと

　

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
出
場

し
た
「
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
」
全

国
大
会
で
、
農
業
へ
の
熱
い
思

い
を
披
露
し
ま
し
た
。
仲
間
の

期
待
を
背
に
受
け
初
め
て
立
っ

た
大
舞
台
。
狙
っ
た
最
優
秀
賞

は
逃
し
た
も
の
の
「
人
前
に
立

つ
と
か
発
表
は
苦
手
だ
っ
た
け

れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
自
信
つ
い
た

か
も
し
れ
な
い
」
。
発
表
を
終

え
て
そ
う
話
す
姿
は
、
少
し
背

が
伸
び
て
肩
幅
が
増
し
た
よ
う

で
す
。
「
水
稲
20
ヘ
ク
タ
ー
ル

は
ほ
し
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
経

営
に
欲
が
出
始
め
て
き
ま
し
た
。

古高良記さん／東倉沼
　東川町出身、23歳。北海道旭川農業高
校卒業。卒業後就農。入植４代目の農業後
継者。両親と一緒に約18㌶（水稲10㌶、大
豆７㌶など）を経営。ＪＡ全国農協青年組織
協議会主催の第60回ＪＡ全国青年大会（２
月12、13日・東京日比谷公会堂）の「ＪＡ青
年の主張」で東北・北海道ブロック代表（全
国６ブロック）として『東川産ぼくのゆめ～
繋がる思い～』をスピーチ、優秀賞を受賞し
ました。同期生の妻、李奈さん（23）との間
に４歳と９カ月の２児の父。

農協ホールで開いた激励会（２月７日、東川町
農協大ホール）

町長に結果報告（２月21日、役場応接室）

農閑期のスキー場アルバイトはことしで３シーズン目にな
りました（旭川市台場のサンタプレゼントパークで）

ふるたか　　　よしき

農業　古高　良記さん

Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
で
発
表
し
た
会
場（
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い
た
各
地
代
表
の
応
援
団
で
２
階
席
ま
で
い
っ
ぱ
い
）

＝
2
月
12
日
、東
京
千
代
田
区・日
比
谷
公
会
堂（
東
川
町
農
協
か
ら
提
供
）

（東川町農協から提供）
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竹
内
智
香
さ
ん
、「
銀
」メ
ダ
ル
お
め
で
と
う

俳　

句

　

竹
内
智
香
さ
ん
、
悲
願
の
メ
ダ
ル
お
め
で
と

う
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
回
転
パ
ラ
レ
ル
は
冬
季

ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
中
で
も
注
目
度
が
低
い
種
目
。

ロ
シ
ア
・
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
で
、

注
目
度
が
今
後
持
続
し
て
高
ま
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　

竹
内
選
手
と
本
町
と
の
関
わ
り
を
知
る
人
は

少
な
い
が
、
小
学
生
の
時
、
お
父
さ
ん
と
一
緒

に
毎
日
キ
ト
ウ
シ
キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
場
に
来

て
い
た
、
と
話
し
て
い
る
。
ご
両
親
は
大
雪
山

旭
岳
温
泉
で
旅
館
「
湧
駒
荘
」
を
経
営
し
て
い

る
。
旅
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ポ
ス
タ
ー
に
は

「
ソ
チ
に
日
の
丸
を
」
「
竹
内
智
香
は
湧
駒
荘

の
娘
で
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
東
川
町
と
は

こ
ん
な
に
深
い
ご
縁
が
あ
る
。

　

前
回
の
２
０
１
０
年
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー

バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
竹
内
選
手
を
特
集

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
か
け
る
意
気
込
み
と
人

並
み
外
れ
た
努
力
ぶ
り
を
放
送
し
て
い
た
。

　

優
勝
経
験
な
い
竹
内
選
手
が
頂
点
に
立
つ
た

め
に
は
、
男
子
並
み
の
最
高
水
準
の
技
術
と
パ

ワ
ー
を
体
得
す
る
こ
と
と
決
断
し
、
単
身
ス
イ

ス
の
男
子
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
帯
同
す
る
涙

ぐ
ま
し
い
努
力
の
姿
で
あ
っ
た
。
言
葉
の
壁
に

挑
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
の
硬
い
雪
質
で

ス
ピ
ー
ド
と
技
術
を
磨
く
練
習
を
積
ん
だ
様
子

な
ど
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
メ
ダ

ル
を
目
指
し
て
頑
張
っ
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
会

は
、
練
習
を
積
ん
で
来
た
雪
質
と
は
ま
っ
た
く

異
な
っ
て
雨
で
ザ
ク
ザ
ク
な
雪
だ
っ
た
。
竹
内

選
手
は
コ
ー
ス
外
の
フ
ェ
ン
ス
へ
と
激
突
す
る

結
果
に
終
わ
っ
た
。
引
退
か
継
続
か
、
散
々
悩

ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
夢
と
希
望
」
に

向
か
う
青
春
の
心
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

表
彰
台
の
笑
顔
は
雄
大
壮
美
な
「
大
雪
山
旭

岳
の
笑
顔
」
、
世
界
一
素
晴
ら
し
い
旭
岳
の
雪

の
結
晶
の
よ
う
に
美
し
か
っ
た
。
家
族
や
応
援

し
て
く
れ
る
方
々
を
思
い
、
日
本
を
思
う
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
競
技
と
言
動
を
通
じ
て
、

国
民
は
銀
メ
ダ
ル
以
上
の
も
の
を
感
じ
取
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

　

ソ
チ
大
会
の
直
前
、
お
母
さ
ま
が
応
援
の
寄

せ
書
き
を
持
っ
て
小
職
の
も
と
へ
来
ら
れ
た
。

「
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
く
だ
さ
い
」

と
言
う
。
何
を
書
こ
う
か
と
悩
み
、
「
全
力
滑

走
！
」
と
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い

返
し
た
。

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め
て
か
ら
銀
メ
ダ
ル
の

栄
誉
ま
で
、
「
全
力
で
滑
り
、
走
り
続
け
た
」

20
年
間
の
お
話
を
、
次
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
機
会
を
是
非
と
も
実
現
さ
せ
た
い
も
の
だ
。

あ
り
が
と
う
。

在
所
問
う
深
雪
の
里
の
湯
治
客

き
さ
ら
ぎ
や
今
ま
だ
背
中
の
丸
う
し
て

少
女
は
や
恋
の
い
ろ
は
よ
チ
ョ
コ
を
抱
く

一
輪
の
水
仙
で
待
つ
午
後
の
客

深
雪
の
底
の
鼓
動
を
聴
い
た
よ
う

手
の
ひ
ら
の
雪
の
命
に
一
行
詩

本
気
だ
よ
孫
に
告
白
バ
レ
ン
タ
イ
ン

き
さ
ら
ぎ
や
重
き
引
き
戸
に
難
儀
し
て

ソ
チ
へ
向
く
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の
ス
キ
ー
帽

夫
の
笑
み
た
だ
そ
れ
だ
け
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

如
月
に
入
り
て
気
も
ち
を
明
る
う
す

鬼
の
面
赤
い
ク
レ
ヨ
ン
真
っ
二
つ

如
月
や
妻
の
和
服
の
帯
固
し

如
月
に
愛
犬
病
に
伏
し
に
け
り

風
呂
敷
や
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
成
果
ゼ
ロ

バ
レ
ン
タ
イ
ン
義
理
チ
ョ
コ
二
つ
三
つ
四
つ

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
持
て
余
す
夢
を
見
し

思
い
出
は
何
処
へ
も
行
か
ぬ
室
の
花

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

竹
内
智
香
さ
ん
、「
銀
」メ
ダ
ル
お
め
で
と
う

俳　

句

俳　

句

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ　
　

な
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大雪山の素顔
エゾライチョウは白くならない
　ライチョウの仲間は、ずんぐりした体型で、丈夫
な足で地面を歩いて食べ物を探します。長い距離を
飛ぶことはできませんが、はばたいて枝に飛び上が
ったり、短く（低く）移動します。
　木道や探勝路を歩いている姿は愛嬌があります。
寒い時期は、枝の上や雪の上で動かないことも多く、
風景の一部のようです。旭岳温泉街のクロスカント
リースキーコースで「何か落ちている」と思って近
づくと、エゾライチョウだったこともあります。や
や慌てて木の枝に飛び上がっていきました。
　日本にはライチョウの仲間が２種類生息します。
本州中部の「ニホンライチョウ」は高山帯（森林限
界より上）に棲（す）み、冬は白い羽に変わります。
生息数も少なく国の特別天然記念物です。
　一方、「エゾライチョウ」は北海道の森林で暮ら
し、一年中同じ茶色系の色です。旭岳温泉の針葉樹
林、キトウシ森林公園の広葉樹が多い森でも見られ
ます。町内の住宅の庭で見たという話も聞きます。
近年は減少していますが、かつては数が多く、今も
狩猟鳥です。
　ほとんどの日本人にとって、ライチョウのイメー
ジは、おそらく白い冬羽の「ニホンライチョウ」で

しょう。雪山でたたずむ姿は写真や映像でも紹介さ
れ印象的です。
　旭岳ビジターセンターには、エゾライチョウの剥
製があります。実は、ビジターセンターで働く以前
は、私もエゾライチョウは冬に白くなると思ってい
ました。でも実際にエゾライチョウを野外で見る機
会が多いと、この地味な茶色い姿に、身近な鳥とし
て愛着がわいてきます。
　少し暖かくなってくると真冬よりも活動的です。
茶色い体は森の中で保護色になっていますが、見つ
けると「冬は長いけれど、元気で頑張ってる？」と、
友達に会ったように話しかけたくなる気分です。

　

北
海
道
を
代
表
す
る
作
家
の
ひ
と
り
、

三
浦
綾
子
さ
ん
は
ふ
る
さ
と
旭
川
を
舞
台

に
多
く
の
小
説
、
エ
ッ
セ
ー
を
書
き
、
大

雪
山
へ
の
思
い
も
ち
り
ば
め
て
い
ま
す
。

　

三
浦
夫
妻
の
家
を
建
て
た
棟
梁
の
語
り

口
で
全
編
を
進
め
る
小
説
『
岩
に
立
つ
』

で
は
、
次
の
よ
う
に
大
雪
山
を
描
い
て
い

ま
す
。

　

『
晴
れ
た
日
に
ゃ
、
い
や
で
も
大
雪
山

が
目
に
入
る
。
真

っ
白
に
雪
を
冠

（
か
ぶ
）
っ
た
頃

（
こ
ろ
）
の
大
雪

山
と
き
た
ら
、
も

う
気
高
い
っ
て
え

言
う
の
か
、
荘
厳

っ
て
え
言
う
の
か
、

あ
っ
し
の
口
な
ん

ぞ
じ
ゃ
、
到
底
表

現
で
き
る
も
ん

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
あ
の
大

雪
山
を
、
餓
鬼
（
が
き
）
の
頃
で
も
、
心

打
た
れ
て
じ
っ
と
眺
め
て
い
た
も
ん
で
し

た
。
』

　

『
泥
流
地
帯
』
『
続　

泥
流
地
帯
』
で

は
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
の
十
勝
岳

大
爆
発
の
泥
流
で
す
べ
て
押
し
流
さ
れ
た

上
富
良
野
の
開
拓
農
民
家
族
の
苦
難
を
描

き
ま
し
た
。

　

長
編
小
説
『
自
我
の
構
図
』
は
天
人
峡

へ
向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
な
道
を
車
で
走
る

シ
ー
ン
か
ら
始
ま
り
、
羽
衣
の
滝
が
非
常

に
重
要
な
設
定
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
の
帯
に
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
問

題
作
と
あ
る
『
青
い
棘
（
と
げ
）
』
は
、

旭
川
医
科
大
学
周
辺
か
ら
眺
め
た
大
雪
山

や
白
銀
温
泉
、
望
岳
台
な
ど
が
描
か
れ
、

締
め
く
く
り
の
章
に
『
殉
難
碑
』
が
登
場

し
ま
す
。
東
14
号
共
同
墓
地
の
中
国
人
殉

難
烈
士
慰
霊
碑
も
ま
た
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
家
、
後
藤
昌
美
さ
ん
（
東
神
楽
町

在
住
）
が
初
め
て
出
版
し

た
作
品
集
『
大
雪
残
象
』

に
、
三
浦
綾
子
さ
ん
は

『
序
に
代
え
て　

吾
（
わ

れ
）
、
山
に
向
い
て
目
を

上
ぐ
』
を
寄
稿
し
て
い
ま

す
。
綾
子
さ
ん
が
光
世
さ

ん
と
結
婚
し
た
の
が
１
９

５
９
（
昭
和
34
）
年
５
月
。

　

『
翌
年
、
バ
ス
に
乗
っ

て
天
人
峡
に
日
帰
り
の
行

楽
を
し
た
。
温
泉
に
も
入

ら
ず
、
山
の
中
で
お
に
ぎ

り
を
食
べ
た
だ
け
の
、
つ
つ
ま
し
い
半
日

の
旅
行
だ
っ
た
が
、
澄
ん
だ
青
空
に
聳

（
そ
び
）
え
立
つ
柱
状
節
理
の
神
秘
さ
を
、

今
に
忘
れ
な
い
』

　

限
ら
れ
た
字
数
の
た
め
本
の
内
容
は
省

略
、
大
雪
山
に
こ
だ
わ
っ
て
紹
介
し
ま
し

た
。

町
史
編
集
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

三
浦
綾
子
さ
ん
と
大
雪
山

三浦綾子さんが大雪山を描いた小説の数々と、
大雪山とのかかわりを『序に代えて』に書いてい
る写真集『大雪残象』（後方右）

旭岳ビジターセンター 井田千尋
（イラストも）

北
海
道
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
は

希
少
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
＝
現
在

は
絶
滅
危
惧
（
き
ぐ
）
種
で
は
な
い
が
、

条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
そ
う
な
る
か
も

し
れ
な
い
生
物
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.29
Shady Maple: A Smorgasbord Experience.   Karin Strom 
Rolling around in my bed, I sleepily reached for my phone to read the time: 5:00am. It was my !rst 
morning in America after a grueling 14-hour plane ride. With my sleep schedule in "ux, my !ancé 
and his mother decided to take me to Shady Maple Smorgasbord for breakfast.   

I had never been to a proper Smorgasbord, and this experience was nothing small. #e large hall 
was decorated in a country-Victorian style, reminiscent of my aunt’s antique treasure home and 
!lled to the brim with obese patrons.  After a quick nod and rough guidance from the waitress, we 
found a table and were given plates. #e gastronomic adventure was about to begin.  I wandered for 
at least 10 minutes simply in awe, before I !nally reached for a piece of food. People passed by me 
with plates piled high with donuts, wa$es, omlettes, bacon and other breakfast delights. I was 
content with the eggs, vegetables and sausage collection on my own platter. 

Our trio !nally sat down to enjoy breakfast and conversation. #roughout our hour of feasting, I 
noticed the people in the booth across from us get up multiple times to re-!ll their plates. It was 
hard to disregard, as they could barely !t in the booth.  I !nished my meal with co%ee and shoo-
"y-pie, an Amish country specialty. #is was likely my !rst and last experience with Shady Maple 
 as I left with a cacophony of feelings: fullness, shame, disgust, amazement, and contentedness.

第105回

イングリッシュ・キャンプ
　町主催で小学生がイングリッシュ・キャンプを体験した、とい
う記事が新聞に載っていましたね。実は、高校２年生になるうち
の息子も、最近イングリッシュ・キャンプに参加し、これはお勧め
だなあ、と思っていたところでした。
　昨年８月にまず３泊４日のプレ・キャンプがありました。行く前
には、申し込んだことを悔やむくらい緊張していた彼ですが、ふ
たを開ければたいそう楽しかった様子。本番はその５カ月後の今
年１月、深川市の北海道立青年の家で４泊５日。学校の宿題を抱

えて、たいそう憂鬱（ゆううつ）そうな顔をしていたのですが、終
わってみれば、「性格が変わった気がする」「４泊５日は必要な長
さだった」という感想が出ました。英語力のみならず発表力がつ
いた気がするそうです。
　道内中に友だちもできました。忙しい高校生活、これだけの日
数を割くのは大変なことですが、それだけの価値があります。大
学の教授や起業家など豪華な講師陣が次 と々レクチャーしてく
れ、自分たちもディベートやプレゼンテーションをやってみる。Ａ
ＬＴ（外国語指導助手）や諸外国の留学生がサポートしてくれま
す。おまけにTOEFL juniorやTOEIC S&Wテストも受けること
ができます。テストはすべて無料で、結果は後日郵送され、
Lexile指数（個人のリーディング能力と文章の難易度を示す指
数）が出ます。これはどのレベルの本が自分に合っているかがわ
かる指数で、多読に大助かり。キャンプにかかる費用は、ほとん
ど深川青年の家の宿泊費と食費くらい。良いことずくめです。
　興味を持たれた方は、インターネットなどを利用して「北海道
教育委員会スーパーイングリッシュキャンプ」を調べてください。
他にも小、中、高校生とさまざまなレベルに対応したキャンプ
（年３回）を実施しています。

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

スモールガスボードとは、
立食式スカンディナビア
ン料理のこと。日本では
帝国ホテルがこの形式を
取り入れるとき、北欧のイ
メージから「バイキング」
と名付けました。でも、こ
れだと英語では「海賊」
のことになります。一般的
には英語ではbuffet syle
（ビュッフェ）と言います。
all-you-can-eat-buffet 
と言うこともあります。

（訳：宮地晶子）

シェイディー・メープル：※スモールガスボード体験　カリン・ストロム
　寝返りを打ちながら、眠気の中、手を伸ばして携帯を見たら、朝の５時。うんざりする14時間のフライトで戻ったアメリカ
の朝。睡眠サイクルが定まらない私のために、婚約者とその母が朝食にシェイディー・メープル・スモールガスボードに連
れていってくれました。
　きちんとしたスモールガスボードに行くのは初めてで、なかなかな経験となりました。叔母のアンティークいっぱいの家
を思わせるカントリービクトリアン風の大ホールは、太りすぎた常連客でいっぱい。ウェイトレスの簡単な説明のあと、席を
見つけたら、皿を渡されました。美食の冒険の始まりです。ここで私は畏敬の念に打たれて少なくとも10分間はうろうろし
てしまいました。やっと食べ物に手を伸ばしましたが、ドーナツ、ワッフル、オムレツ、ベーコンや、その他朝のごちそうを皿
にうずたかく積んだ人々が通りすぎます。私は、といえば、卵、野菜、ソーセージをひと通り取ったら満足です。
　３人でご馳走と会話を満喫している間中、向かいの席の人たちが何度もお代わりをするのが目に入ります。席に収まり
きらないほどの体型は、ちょっと無視できないものがあります。コーヒーとアーミッシュ自慢のシューフライパイで朝食を締
めくくる私の中では、満腹感、羞恥、嫌悪、驚嘆、満足とさまざまな感情が不協和音を奏でていました。たぶん、ここに来るの
は最初で最後だな、と思いつつお店を去りました。

バッフェ
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第
10
回

第

૝
Ჭ
Ɯ
๏
ໂ
ƚ

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

　

寒
さ
が
少
し
緩
ん
で
く
る
こ

の
時
期
、
「
チ
ク
チ
ク
と
皮
膚

の
痛
み
が
発
生
し
、
そ
の
後
赤

く
ポ
ツ
ポ
ツ
と
で
き
も
の
が
で

き
た
」
と
診
察
室
に
来
ら
れ
る

方
が
い
ま
す
。
特
有
の
症
状
の

出
方
と
水
ぶ
く
れ
の
形
、
発
症

部
位
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
帯
状

疱
疹
（
た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん
）

と
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
幼
い
こ
ろ
に
か
か
っ

た
水
ぼ
う
そ
う
の
病
原
体
、
水

痘
（
す
い
と
う
）
帯
状
疱
疹
ウ

イ
ル
ス
が
体
の
中
の
神
経
に
長

い
こ
と
隠
れ
て
い
て
、
体
力
が

弱
っ
た
時
に
神
経
の
流
れ
に
沿

っ
て
体
の
表
面
に
現
れ
る
も
の

な
の
で
す
。

　

「
帯
状
疱
疹
は
う
つ
ら
な
い

か
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、

水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ
た
こ
と

が
な
い
人
と
接
触
す
る
と
、
そ

の
相
手
は
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

最
初
に
皮
膚
の
痛
み
や
か
ゆ

み
が
出
現
し
、
そ
の
後
２
、
３

日
で
そ
の
場
所
に
水
ぶ
く
れ
を

伴
っ
て
赤
み
が
３
〜
５
日
間
出

ま
す
。
水
ぶ
く
れ
は
順
に
破
れ

て
か
さ
ぶ
た
に
な
り
ま
す
。
水

ぶ
く
れ
が
破
れ
る
と
細
菌
が
つ

き
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
患

部
を
清
潔
に
す
る
な
ど
の
注
意

が
必
要
で
す
。
正
常
な
皮
膚
に

戻
る
ま
で
に
は
２
〜
４
週
間
程

度
か
か
り
ま
す
。

　

高
齢
の
方
は
、
帯
状
疱
疹
が

出
た
部
位
に
あ
る
程
度
の
痛
み

が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
と
言

い
ま
す
。

　

痛
み
が
な
い
場
合
で
も
、
感

覚
が
過
敏
に
な
っ
た
り
、
逆
に

鈍
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

痛
み
が
続
い
て
つ
ら
い
場
合
に

は
、
痛
み
止
め
や
神
経
の
興
奮

を
抑
え
る
薬
な
ど
を
使
用
す
る

と
効
果
が
あ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
ま
れ
に
で
す
が
、
重
症
な

肺
炎
や
脳
症
な
ど
の
合
併
症
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
休
養
を
取
り
、

体
力
の
回
復
に
努
め
る
と
改
善

し
ま
す
。
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
使

う
と
皮
膚
や
痛
み
の
治
癒
（
ち

ゆ
）
を
早
め
、
合
併
症
を
抑
え

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

水
ぼ
う
そ
う
に
は
予
防
接
種

が
あ
り
ま
す
。
帯
状
疱
疹
、
帯

状
疱
疹
後
神
経
痛
の
発
症
を
あ

る
程
度
予
防
で
き
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
冬
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら

春
先
に
か
け
て
流
行
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
ま
だ
か
か
っ
て

い
な
い
人
は
早
め
に
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
現
在
は
任
意
接
種
で
自
費

扱
い
で
す
が
、
子
ど
も
は
今
年

10
月
か
ら
定
期
接
種
に
な
る
見

込
み
で
す
。

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 ☞ http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

金の月のマヤ１（児童書）
著：田森庸介　刊：偕成社

　黄昏小学校に
通う４年生のマヤ
は、ある朝奇妙な
黒猫に出会い、突
如人間の世界と
対をなす影の世
界〈シャドゥイン〉
に送られる。そこ
は、すべての現象
が精霊〈エルマ〉

により成り立ち、エルマ使い〈エルマニ
オ〉が魔法をあやつる世界。マヤに託さ
れた使命とは、悪の精霊である〈闇のエ
ルマ〉の力を鎮め、〈シャドゥイン〉を破滅
の危機から救うことだった。

図書館戦争（DVD、映画）
KADOKAWA

　正化31年、日本
では「メディア良
化法」により公序
良俗を乱す表現を
取り締まるため、
武力もいとわぬ検
閲が正当化される
ようになった。その
検閲に対抗すべく
生まれたのが図書

隊だ。笠原郁は鬼教官・堂上の厳しい指導
のおかげで女性初の図書隊エリート、図書
特殊部隊に配属される。そんな中、メディ
ア良化委員会と図書隊との間で大きな戦
いの火ぶたが切って落とされた。（１２８分）

子どもをひとり暮らしさせる!親の本
（一般書）編：主婦の友社　刊：主婦の友社

　春は巣立ちの
季節。大学進学
での一人暮らしの
準備は、ほとんど
の場合２月から３
月にかけて集中
的になります。一
人暮らしを始める
わが子の巣立ち
に向けて、親のや

ること、しなくてもいいことを具体的に紹
介します。仕送りの額はいくらが適正？　
引越しの手続きって何をすればいい？な
ど、専門家のアドバイスや経験した親の
声も掲載。

古
川
倫
也
＝
東
川
町
立
診
療
所
副
所
長

　

札
幌
市
生
ま
れ
、
40
歳
。
２
０

０
１
（
平
成
13
）
年
旭
川
医
科
大

学
医
学
部
卒
。
２
０
０
５
（
同

17
）
年
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン

タ
ー
家
庭
医
療
専
門
医
研
修
修
了
。

日
本
医
師
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
医
、

同
会
認
定
産
業
医
。

帯
状
疱
疹
と
水
ぼ
う
そ
う
に
要
注
意
の
季
節
で
す
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くらし
・

ネットワーク

車両手続きに必要なもの

登録 販売証明、車体番号等、印鑑

廃車
転出 ナンバープレート、印鑑

大雪地区広域連合からのお知らせ

〔更新となる保険証と受給者証〕
１．国民健康保険被保険者証
　　対　　象　大雪地区広域連合　国民健康保険被保険者の方
　　交　　付　原則として被保険者の方全員に簡易書留郵便で郵送します。
　　　　　　　（短期証の交付世帯は、役場税務担当窓口で交付します）
　
２．国民健康保険高齢受給者証
　　更新理由　平成26年４月１日以降も一部負担金の割合が１割のまま継続されるため。　
　　対　　象　国民健康保険に加入している70～74歳までの方で、一部負担金の割合が
　　　　　　　「２割（平成26年３月31日までは１割）」と記載されている方。
　　　　　　　（所得判定で一部負担金の判定が３割となる方は更新対象外）　　　　　　　　　
　　交　　付　被保険者証と併せて、簡易書留郵便で対象者全員に郵送します。
　　※制度改正に伴う特例措置によって一部負担金が１割になる方は、平成26年３月31日までに70歳となる方
　　　です。
　
〔保険証と受給者証のご使用にあたって〕
　●記載内容に誤りがないかをご確認ください（住所、氏名、一部負担金の割合など）。
　●受給者証は保険証と一緒に使用してください。
　●今まで使用していた保険証等は、３月31日まで使用いただき、有効期限が切れましたら破棄してください。

　次の要件に該当される方は国民健康保険被保険者証（保険証）、国民健康保険高齢受給者証
（受給者証）を更新します（３月下旬に郵送予定）。４月１日からは新しい保険証と受給者証をご使
用ください。

国民健康保険被保険者証、
国民健康保険高齢受給者証の更新時期です
国民健康保険被保険者証、
国民健康保険高齢受給者証の更新時期です
国民健康保険被保険者証、
国民健康保険高齢受給者証の更新時期です

お問い合わせ　大雪地区広域連合国民健康保険対策室（保健福祉センター２階）
　　　　　　　☎（直）82－3697（内線562、563）

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
卓
球
サ
ー
ク
ル

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上

受
講
料　

千
円
（
年
額
、
教
材
費
）

締
め
切
り　

４
月
４
日
（
金
）

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
☎
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

小
、中
学
生
の
通
院
医
療
費
を
助
成

し
て
い
ま
す

　

小
、
中
学
生
の
通
院
医
療
費
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
助
成
を
ご
希
望
の
方
は

お
早
目
に
申
請
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
外
来
医
療
費
の
助
成
制
度
と

し
て
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
が
医
療
機
関
へ
の
通
院
で
か

か
っ
た
医
療
費
は
、
窓
口
で
一
度
全
額

を
支
払
い
、
領
収
書
を
添
付
し
て
後
日

役
場
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
か
か
っ

た
費
用
か
ら
５
０
０
円
を
差
し
引
い
て

残
り
の
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

受
給
者
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
幼
児

医
療
費
助
成
は
、
従
来
ど
お
り
未
就
学

児
の
入
・
通
院
と
小
、
中
学
生
の
入
院

の
み
対
象
で
す
。
入
院
の
場
合
は
事
前

に
受
給
者
証
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
親
医
療
、
ま
た
は
重
度
医
療

の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
医
療

15
）
年
８
月
、
希
望
す
る
方
に
対
し
て

交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
人
確
認
の

身
分
証
明
書
な
ど
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。

　

有
効
期
限
は
、
発
行
日
か
ら
10
年
で

す
（
カ
ー
ド
表
面
に
記
載
）
。
す
で
に

発
行
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
は
、
昨
年
８

月
か
ら
順
次
有
効
期
限
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

引
き
続
き
カ
ー
ド
を
利
用
希
望
し
な

い
場
合
は
、
お
手
元
の
住
基
カ
ー
ド
の

返
納
が
必
要
で
す
。

▼
交
付
申
請
の
時
に
必
要
な
も
の
は
次

の
２
点

　

①
印
鑑
②
本
人
確
認
書
類

▼
次
の
書
類
の
う
ち
1
点
を
持
参
（
顔

写
真
付
き
書
類
）

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

▼
前
記
書
類
が
い
ず
れ
も
な
い
場
合
、

次
の
う
ち
２
点
を
持
参
（
顔
写
真
な
し

書
類
）

　

①
健
康
保
険
証
②
年
金
手
帳
③
年
金

　

証
書
な
ど

 

教
育
課
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
教
育

課
☎
（
内
線
５
８
６
、
５
８
７
）

し
ら
か
ば
学
級
の
新
受
講
生
を
募
集

　

し
ら
か
ば
学
級
の
４
月
新
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
、
知
識
教
養
、
趣
味

芸
術
、
社
会
見
学
の
移
動
学
習
会
な
ど

年
間
12
回
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
課
外

イ
は
軽
自
動
車
検
査
協
会
旭
川
事
務
所

（
旭
川
市
春
光
６
条
５
丁
目
、
☎
53
│

３
７
６
２
）
▼
「
２
５
１
㏄
以
上
」
の

オ
ー
ト
バ
イ
は
北
海
道
運
輸
局
旭
川
運

輸
支
局
（
同
市
春
光
町
10
番
地
、
☎
51

│
５
２
７
１
）
―
で
す
。

夜
間
納
付
と
納
税
相
談
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す

　

町
税
（
町
道
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

固
定
資
産
税
）
を
納
入
期
限
ま
で
に
納

付
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
夜
間

の
納
税
と
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
併
せ
て
国
民
健
康
保
険
料
、
公
営

住
宅
使
用
料
、
下
水
道
使
用
料
、
保
育

料
な
ど
の
納
付
と
相
談
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　

残
念
な
が
ら
納
税
意
識
の
な
い
方
、

納
付
を
い
た
だ
け
な
い
方
に
は
、
滞
納

処
分
（
給
料
、
不
動
産
、
銀
行
預
金
の

差
し
押
さ
え
、
公
売
な
ど
）
、
強
制
執

行
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

 
税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
収
納
室
は
☎

（
内
線
１
２
１
、
１
２
２
）
、
課
税
室

は
☎
（
内
線
１
２
３
、
１
２
４
）

軽
自
動
車
等
の
異
動
手
続
き
は
３
月

31
日
ま
で
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

登
録
、
廃
車
、
所
有
者
の
変
更
、
転
出

の
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
の
窓
口

は
▼
原
付
き
（
１

２
５
㏄
以
下
の
バ

イ
ク
等
）
、
小
型

特
殊
自
動
車
（
農

耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー

等
含
む
）
は
役
場

税
務
課
▼
軽
自
動

車
、
「
１
２
６
㏄

以
上
２
５
０
㏄
以

下
」
の
オ
ー
ト
バ

 

議
会
事
務
局
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
３
１
１
）

町
議
会
第
１
回
定
例
会
を
開
会
し
ま

す　
26
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
６
日

（
木
）
、
会
期
７
日
間
の
予
定
で
開
会

し
ま
す
。

　

26
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
新

年
度
予
算
案
、
条
例
改
正
な
ど
重
要
議

案
を
審
議
予
定
で
す
。
併
せ
て
一
般
質

問
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

初
日
本
会
議
は
３
月
６
日
午
前
９
時

半
開
会
。
行
政
執
行
方
針
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
新
年
度
予
算
案
の
提
案
説
明
、

補
正
予
算
審
議
、
７
日
、
条
例
改
正
等

の
提
案
、
審
議
（
８
日
か
ら
11
日
ま
で

議
案
調
査
の
た
め
休
会
）
を
経
て
、
12

日
一
般
質
問
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

の
各
予
算
審
議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご
留
意
願
い
ま
す
。

日
時　

３
月
10
日
（
月
）
午
後
５
時
15

　

分
〜
同
８
時

場
所　

役
場
１
階
税
務
課
（
４
番
窓
口
）

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
室
☎
（
内
線

１
１
１
〜
１
１
３
）

国
民
年
金
の
免
除
申
請
が
過
去
２
年

間
ま
で
可
能
に

　

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
の
保
険
料

を
免
除
申
請
で
き
る
対
象
期
間
が
過
去

２
年
間
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
方
は
、

申
請
の
時
点
で
過
去
２
年
１
カ
月
前
の

払
い
込
み
期
間
分
ま
で
免
除
申
請
を
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
１
級
ま
た
は
２

級
程
度
の
障
害
が
発
生
し
た
後
に
受
け

取
り
可
能
に
な
る
障
害
基
礎
年
金
を
受

給
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
時
、
失
業
等
で
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
年
金
保
険
料
の
免

除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
の
承
認
は
、
前
年
所
得
に
基
づ

い
て
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
請
が

承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
受
給
等
で
法
定
免
除

を
受
け
て
い
る
方
へ

　

４
月
か
ら
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
な

ど
で
法
定
免
除
と
な
っ
て
い
る
方
が
国

民
年
金
保
険
料
を
通
常
納
付
で
き
る

「
納
付
申
出
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

併
せ
て
保
険
料
の
口
座
振
替
、
保
険

料
の
前
納
割
引
な
ど
、
便
利
で
お
得
な

制
度
を
ご
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
旭
川
年
金
事
務
所
へ
。
☎

72
│
５
０
０
４

住
基
カ
ー
ド
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま

す　
有
効
期
限
が
切
れ
た
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
以
下
住
基
カ
ー
ド
）
は
返
納

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
住

基
カ
ー
ド
利
用
を
希
望
す
る
場
合
、
お

手
元
の
住
基
カ
ー
ド
を
い
っ
た
ん
返
納

し
、
新
た
な
カ
ー
ド
を
交
付
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

交
付
手
数
料
は
２
千
５
０
０
円
で
す
。

有
効
期
限
の
３
カ
月
前
か
ら
申
請
手
続

き
で
き
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
２
０
０
３
（
平
成

人のうごき　1月16日～2月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
7,940人
3,714人
4,226人
3,470戸

3人
12人
20人
19人

　
8人）
1人）
7人）
7戸）

人口・世帯数　1月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区　
６東区
11区

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
滝本　旭人　　　大野　いずみ
柴垣　裕太　　　山鹿　里奈

　
父
国広
孝知
直弘 
雅彦

　
母
麻美
愛乃
愛子
早由里

　
行政区
西町3丁目
北町3丁目
西区
35区

お 誕 生
生まれた子
佐竹　　肇
鮎澤　美桜
山本　理世
秋山　耕貴

  さたけ　　　はじめ

あゆざわ　   み  お

やまもと　   り  よ

あきやま　  こうき

　
行政区
西町3丁目
28区
東町2丁目
新栄
東町2丁目
15区
12区
東町2丁目
25区

　
歳
93歳
89歳
88歳
69歳
64歳
89歳
85歳
75歳
92歳

おくやみ
亡き人
武田　みよ子
石山　　子
森田　清子
佐藤　芳雄
佐藤　慶子
谷　　由雄
山中　久子
小林　さつ子
寺林　與藏

届出人
武田　征一
石山　純一
森田　栄
佐藤　紀子
佐藤　勝彥
広川　知津子
山地　弘芝
小林　清光
佐藤　勝彥
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移動献血車
次の日程で移動献血車が来町します。ご協力をお願いします。

場 所

JA東川事務所前

役場庁舎前

東川養護学校前

旭川福祉専門学校前

時 間

9：30～11：30

12：30～13：50

14：00～15：20

15：30～16：30

実 施 日

4月3日
（木）

保健福祉課

都市建設課工事、委託の入札結果
入札結果をお知らせします。

1月20日 東川第一小学校給食施設改築工事 松井組工建㈱ 37,800,000 指名競争入札

〃 東川中学校給食室改修工事 ㈱小岩組 1,785,000 〃

〃 道路台帳図作成委託業務 ㈱ズコーシャ札幌支社 1,459,500 〃

2月7日 東川町舗装修繕計画策定委託業務 ㈱ドーコン 6,352,500 〃

〃 女子学生会館大規模改修工事 ㈱小岩組 77,220,000 〃

入札日 委 託 業 務 名 請負業者 請負価格 契約方法等

（税込み、円）

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
守
る
こ
と
を
柱
に
、
健
康
の
大
切
さ

を
考
え
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
食
材
で
調

理
実
習
を
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、
味
付

け
な
ど
を
確
認
し
て
食
生
活
の
見
直
し

と
健
康
を
考
え
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う

（
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を

取
得
可
）
。

日
時　

３
月
18
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
の
方
ど
な
た
で
も

内
容　

食
べ
て
防
ご
う
生
活
習
慣
病

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
（
希
望
者

に
体
脂
肪
測
定
あ
り
）

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
を
負

担
）

 

子
ど
も
未
来
課
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
子
育

て
支
援
推
進
室
☎
（
内
線
５
９
８
）
、

幼
児
セ
ン
タ
ー
☎
（
直
通
）
82
│
３

４
０
０
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
82
│
５
１
０
０

留
守
家
庭
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
入

所
児
童
を
募
集

　

留
守
家
庭
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
新

年
度
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
校
の
授
業
終
了
後
、
帰
宅
し
て
も

保
護
者
が
留
守
に
な
る
家
庭
の
児
童
を

対
象
と
し
て
、
放
課
後
の
預
か
り
保
育

を
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
入
所
を

ら
の
暴
力
に
悩
み
、
苦
し
ん
で
い
ま

す
（
言
葉
の
暴
力
も
含
む
）
。
職
場
で

の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
被
害
な
ど
、
暴
力
の
な
い
よ

う
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
内
容
に
応

じ
て
各
種
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
問
題
解
決
へ
の
第

一
歩
は
早
め
の
相
談
で
す
。

　

相
談
ナ
ビ
は
☎
０
５
７
０
│
０
│
５

５
２
１
０
（
お
近
く
の
相
談
窓
口
の
ご

案
内
）
。

食
事
か
ら
健
康「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不

足
な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分

作
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

３
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
（
託
児

　

は
集
団
健
診
室
）

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者
と
子
ど
も

　

（
お
お
む
ね
１
歳
以
上
）

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
、
乳
児
の

　

託
児
室
を
用
意
）

費
用　

無
料

締
め
切
り　

３
月
14
日
（
金
）

内
容　

軽
食
な
ど

講
師　

中
村
弘
美
さ
ん
（
保
健
福
祉
課

　

栄
養
士
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ

　

き
タ
オ
ル

 

町
立
診
療
所
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
町
立

診
療
所
☎
82
│
２
１
０
１

看
護
補
助
者（
臨
時
職
員
）を
募
集
し

ま
す

　

看
護
補
助
者
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

採
用　

２
人

締
め
切
り　

３
月
14
日
（
金
）

採
用
日　

４
月
１
日
（
火
）
（
予
定
）

勤
務
内
容　

入
院
患
者
の
介
護
看
護
補

　

助
業
務
（
夜
間
業
務
あ
り
）

資
格　

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

　

ル
パ
ー
２
級
以
上
の
有
資
格
者

勤
務
時
間　

基
本
午
前
９
時
〜
午
後
５

　

時
半
（
週
休
２
日
制
、
交
代
勤
務
制
、

希
望
す
る
保
護
者
の
方
は
お
早
目
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

時
間　

通
学
が
あ
る
毎
日
、
下
校
時
以

　

降
午
後
６
時
ま
で
（
時
間
ま
で
に
迎

　

え
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
最
大
午

　

後
７
時
ま
で
対
応
）

対
象　

町
内
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い

　

る
１
〜
３
年
生
の
児
童
（
定
員
の
範

　

囲
内
で
４
年
生
以
上
も
可
）

定
員　

１
４
０
人

期
間　

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日

（
26
年
度
）

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
き
ま
す

　

乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
で
す
。
親
子
で
楽
し
く
遊
び
、

お
友
だ
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
０
歳

児
対
象
で
す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

３
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

対
象　

０
歳
児
の
幼
児
と
保
護
者

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
離
乳
食
の
試

　

食
、
今
回
は
茶
話
会
の
予
定
。
先
輩

　

お
母
さ
ん
を
囲
ん
で
み
な
さ
ん
で
子

　

育
て
に
つ
い
て
話
し
ま
し
ょ
う
。
ほ

　

か
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

定
員　

15
組
程
度
（
要
予
約
） 

親
子
ク
ッ
キン
グ
の
集
い

　

本
年
度
最
後
の
行
事
「
お
た
の
し
み

会
」
と
し
て
、
み
ん
な
で
軽
食
な
ど
を

　

月
７
回
程
度
夜
間
業
務
あ
り
）

賃
金　

東
川
町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に

　

よ
る
（
健
康
保
険
、
社
会
保
険
、
雇

　

用
保
険
の
適
用
あ
り
）

提
出
書
類　

履
歴
書
、
介
護
福
祉
士
ま

　

た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の

　

資
格
の
写
し　

そ
の
他　

面
接
日
は
後
日
連
絡

看
護
補
助
者（
代
替
）を
募
集
し
ま
す

　

看
護
補
助
者
（
代
替
）
を
募
集
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

採
用　

１
人

締
め
切
り　

３
月
14
日
（
金
）

採
用
日　

４
月
１
日
（
火
）
（
予
定
）

勤
務
内
容　

入
院
患
者
の
介
護
看
護
補

　

助
業
務

資
格　

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

　

ル
パ
ー
２
級
以
上
の
有
資
格
者

勤
務
時
間　

週
２
日
程
度
（
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時
半
ま
た
は
午
後
１
時
〜

　

午
後
４
時
）

賃
金　

東
川
町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に

　

よ
る
（
日
給
７
千
９
８
０
円
ま
た
は

　

時
給
千
60
円
、
健
康
保
険
、
社
会
保

　

険
、
雇
用
保
険
の
適
用
な
し
）

登
録
方
法　

履
歴
書
、
介
護
福
祉
士
ま

　

た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の

　

資
格
の
写
し
を
持
参
の
上
、
企
画
総

　

務
課
総
務
室
ま
た
は
診
療
所
に
お
い

　

で
く
だ
さ
い
。　

採
用
方
法　

登
録
者
の
中
か
ら
選
考

清
掃
員（
臨
時
職
員
）を
募
集
し
ま
す

　

清
掃
員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま

す
。

採
用　

１
人

締
め
切
り　

３
月
14
日
（
金
）

採
用
日　

４
月
１
日
（
火
）
（
予
定
）

勤
務
内
容　

施
設
内
清
掃
業
務

資
格　

健
康
で
明
る
い
方

勤
務
時
間　

基
本
午
前
８
時
半
〜
午
後

　

４
時
、
土
曜
日
午
前
８
時
半
か
ら
正

　

午
（
日
、
祝
日
休
日
）
＝
上
記
週
６

　

日
間
の
勤
務
日
の
う
ち
週
３
日
程
度

賃
金　

東
川
町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に

　

よ
る
（
時
給
７
８
０
円
、
健
康
保
険
、

　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
の
適
用
な
し
）

提
出
書
類　

履
歴
書

そ
の
他　

面
接
日
は
後
日
連
絡

４
月
か
ら
外
科
、小
児
科
外
来
は
毎

週
水
曜
日
の
午
後
休
診

　

町
立
診
療
所
は
４
月
か
ら
、
外
科
、

小
児
科
の
外
来
診
療
を
午
後
一
時
休
診

し
ま
す
。
内
科
の
外
来
診
療
は
従
来
通

り
受
け
付
け
ま
す
。

　

両
診
療
科
目
を
担
当
す
る
古
川
倫
也

医
師
が
町
内
訪
問
診
療
で
診
療
所
内
に

不
在
と
な
る
た
め
で
す
。
古
川
医
師
が

訪
問
診
療
か
ら
戻
り
次
第
、
午
後
４
時

か
ら
両
診
療
科
の
外
来
診
療
を
再
開
し

ま
す
。

休
診
時
間　

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
か

　

ら
同
４
時
ま
で
（
原
則
）

機
関
窓
口
で
受
給
者
証
を
提
示
し
、
自

己
負
担
が
生
じ
た
分
を
子
ど
も
外
来
医

療
費
と
し
て
助
成
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

医
療
機
関
の
通
院
に
か
か
る
小
、

　

中
学
生
の
医
療
費
（
満
15
歳
に
達
す

　

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

　

の
方
）

内
容　

通
院
診
察
費
、
薬
剤
費
（
５
０

　

０
円
以
下
の
診
察
費
は
対
象
外
、
薬

　

代
は
全
額
対
象
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
子
ど
も
外

来
医
療
費
助
成
認
定
申
請
書
（
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）
②
診
察
代
、

薬
代
の
領
収
書
③
ご
利
用
の
金
融
機

関
振
り
込
み
口
座
が
分
か
る
も
の

（
保
護
者
名
義
の
も
の
で
、
貯
蓄
型

預
金
は
除
く
）
④
健
康
保
険
証
（
子

ど
も
の
も
の
）
⑤
印
鑑

重
度
障
が
い
の
方
の
ハ
イ
ヤ
ー
利
用

料
金
を
助
成
し
ま
す

　

町
内
に
お
住
い
の
重
度
心
身
障
が
い

の
方
が
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
時
に
支
払
う
利
用
料
金
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
本
人
ま
た
は
代
理
の
方
が
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
３
月
上
旬

ご
ろ
、
想
定
の
方
に
郵
送
で
発
送
予
定

で
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、
審
査
の
上
４
月

以
降
に
順
次
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

対
象　

①
１
級
ま
た
は
２
級
の
下
肢
、

体
幹
、
免
疫
、
視
覚
障
が
い
者
②
１

類
で
す
。

　

①
事
業
開
始
資
金
＝
事
業
を
開
始
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
費
、
資
材
等
の

購
入
資
金　

②
事
業
継
続
資
金
＝
現
在

継
続
中
の
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

の
運
転
資
金 

③
修
学
資
金
＝
子
ど
も

が
高
校
、
大
学
、
専
修
学
校
に
就
学
す

る
た
め
必
要
な
資
金　

④
技
能
習
得
資

金
＝
自
ら
事
業
を
開
始
ま
た
は
就
職
す

る
た
め
に
必
要
な
技
能
や
資
格
を
習
得

す
る
資
金　

⑤
修
業
資
金
＝
子
ど
も
が

事
業
開
始
ま
た
は
就
職
す
る
た
め
に
知

識
技
能
を
習
得
す
る
資
金 

⑥
就
職
支

度
資
金
＝
就
職
に
必
要
な
被
服
、
履
物

等
を
購
入
す
る
資
金 

⑦
医
療
介
護
資

金
＝
医
療
を
受
け
る
た
め
必
要
な
資
金
、

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
保
険
給
付
に

か
か
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
必
要

な
資
金 

⑧
生
活
資
金
＝
技
能
習
得
及

び
医
療
介
護
資
金
を
借
り
受
け
て
い
る

期
間
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
資
金

⑨
住
宅
資
金
＝
住
宅
の
補
修
、
増
改
築
、

住
宅
取
得
に
必
要
な
資
金　

⑩
転
宅
資

金
＝
住
居
移
転
に
伴
う
住
宅
の
賃
借
資

金　

⑪
就
学
支
度
資
金
＝
子
ど
も
の
入

学
ま
た
は
修
業
施
設
へ
の
入
所
資
金　

⑫
結
婚
資
金
＝
子
ど
も
の
婚
姻
に
必
要

な
資
金
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
相
談
窓
口

　

女
性
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
に

関
し
て
い
ろ
い
ろ
な
相
談
窓
口
が
あ
り

ま
す
。

　

女
性
の
約
10
人
に
１
人
が
配
偶
者
か

級
の
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
機
能
障

が
い
者
③
療
育
手
帳
「
Ａ
判
定
」
の

方
④
乳
幼
児
以
前
の
非
進
行
性
脳
病

変
に
よ
る
運
動
機
能
障
が
い
者
（
児
）

の
う
ち
移
動
機
能
障
が
い
者
（
児
）

⑤
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か

つ
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
」
が
「
障
初
」
「
老
初
」
の
方

（
福
祉
施
設
等
の
入
所
者
は
対
象
外
）

内
容　

５
０
０
円
分
の
タ
ク
シ
ー
利
用

チ
ケ
ッ
ト
を
年
間
7
2
枚
交
付
（
予

定
）
、
自
動
車
税
の
課
税
免
除
適
用

の
方
は
年
間
36
枚

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

㋐
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
㋑
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
―
の
い
ず
れ
か
㋒
印

鑑
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を

ご
存
知
で
す
か

　

母
子
家
庭
、
寡
婦
の
方
の
経
済
的
自

立
、
扶
養
し
て
い
る
児
童
（
子
）
の
福

祉
を
支
援
す
る
た
め
、
北
海
道
が
実
施

し
て
い
る
資
金
に
つ
い
て
貸
し
出
し
す

る
制
度
で
す
。

　

目
的
用
途
別
に
貸
し
付
け
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
貸
付
限
度
額
、
償
還
期
間
、

貸
付
利
率
等
を
定
め
、
必
要
な
添
付
書

類
が
あ
り
ま
す
。
上
川
総
合
振
興
局
子

ど
も
・
保
健
推
進
課
、
役
場
保
健
福
祉

課
で
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

貸
し
付
け
資
金
の
種
類
は
、
次
の
12
種

15 14Higashikawa  2014  March Higashikawa  2014  March



【ミニバスケットボール】
◆第11回旭川地区ミニバスケットボール
大会冬季リーグ（１月25、26日、２月１
日・美瑛小学校）
▼Ａブロック　①東川ミニバスケットボー
ル少年団（５勝０敗）

【バレーボール】
◆平成25年度協会長杯中学校バレー
ボール大会（1月26日・東明中） ①東川中

◆第35回富士スポーツ杯中学校親睦バ
レーボール大会（２月１日・富良野市ス
ポーツセンター）　①東川中

◆中学校バレーボール美瑛大会（１月18

日・美瑛町スポーツセンター）　①東川中
※平成25 年度地区対抗戦第23回北海道
中学生バレーボール優秀選手選抜大会
（３月26‐28日・芦別市総合体育館）に東
川中から皆木のどか、菊地真沙希、矢ノ目
あみ３選手が旭川選抜で出場。

【空手】
◆第27回旭川地区会長杯空手道選手権
大会（２月11日・旭川市大成地区市民セ
ンター）
▼小学校３年男子形の部　③高橋来良
（東川剛柔会）

【スキー】
◆キャンモアGSL10大会（２月11日・キト
ウシキャンモアスキービレッジ）
▼キッズおんなのこの部　①河治美佳
（アーミンＳＣ）②松岡桜子（愛別松岡市
郎町長牧場ＲＣ）③田村実夢（朝日ＡＳ
Ｓ）④野澤春夏（名寄大谷こども園）⑤高
井柑奈（あおば幼稚園）⑥内河環季（住ま
いのトウメイサポートＳＣ）⑦那須紅葉
（留萌かもめ幼稚園）
▼同おとこのこの部　①高宏太（旭川ジュ
ニアアルペンチーム）②友兼大騎（美深町
幼児センター）③武田慶永（アーミンＳ
Ｃ）④岩谷悠史（NEXTキッズ）⑤佐藤孝
祐（東川幼児センター）⑥藤原隆世（愛別
松岡牧場RC）⑦小西輝昴（アーミンSC）
▼小学１年女子の部　①内藤いずみ（旭
川ジュニアアルペンチーム）②工藤夏未
（朝日ASS）③木村愛華（和寒東山レーシ
ング）④古杉美菜子（東川大雪スキー少年
団）⑤桑島朱里（士別ジュニア・レーシン
グ）⑥山地絢奈（東川大雪スキー少年団）
⑦井越愛子（上湧別スキー少年団競技

部）
▼同男子　①甲田宗爾（アーミンＳＣ）②
酒井蓮（士別ジュニア・レーシング）③安達
恵介（名寄ＦＵＪＩジュニアレーシング）
④中村善（ナヨロ藤ジュニアアルペン）⑤
内河佑太郎（住まいのトウメイサポートＳ
Ｃ）⑥浅野秀太（東川大雪スキー少年団）
⑦廣川悠玄（東川小）
▼小学２年女子　①増田さくら（旭川ジュ
ニアアルペンチーム）②松浦日菜乃（同）
③今泉瑠依（美深レーシング）④谷菜々美
（旭川ジュニアアルペンチーム）⑤澤田莉
子（ふらのスキースポーツ少年団）⑥堅田
蒼乙（羽幌レーシング）⑦森田陽菜（朝日
ASS）
▼同男子　①野澤雪丸（ナヨロ藤ジュニ
アアルペン）②友兼涼輔（美深レーシン
グ）③石川大和（伊の沢レーシング）④近
藤衣瑳（愛別スキー少年団）⑤多羽田塁
（同）⑥石原徳（東川大雪スキー少年団）
⑦矢ノ目有汰（同）
▼小学３年女子　①野口実央梨（旭川
ジュニアアルペンチーム）１②前鼻凛愛
（和寒東山レーシング）③谷玲亜（東川大
雪スキー少年団）④朝日美依奈（和寒東
山レーシング）⑤岡崎茉央（朝日ASS）⑥山
地伶奈（東川大雪スキー少年団）⑦佐藤
和佳奈（同）
▼同男子　①内藤裕平（旭川ジュニアア
ルペンチーム）②西迫篤志（紋別スキー少
年団）③本間颯（士別ジュニア・レーシン
グ）④新堂春輝（士別スキー少年団）⑤玉
置友也（朝日ASS）⑥芳賀芽生（旭川ジュ
ニアアルペンチーム）⑦西昴哉（小平SRT）
▼小学４年女子　①川島侑（名寄レーシ
ングスキークラブ）②増田あすか（旭川
ジュニアアルペンチーム）③伊藤七海（小

平SRT）④松井乃（伊の沢レーシング）⑤
増田あかね（旭川ジュニアアルペンチー
ム）⑥金子小夏（比布レーシングスキーク
ラブ）⑦若林笑見（伊の沢レーシング）
▼同男子　①溝口陽斗（深川ジュニアア
ルペン）②片山龍馬（旭川ジュニアアルペ
ンチーム）③土門恭之（枝幸三笠山スポー
ツクラブ）④井上龍（旭川ジュニアアルペ
ンチーム）⑤佐藤丞心（士別ジュニア・
レーシング）⑥石川大智（美深レーシン
グ）⑦本郷蒼良（旭川ジュニアアルペン
チーム）
▼小学５年女子　①柿崎亜衣（紋別ス
キー少年団）②村木亜佑夏（士別ジュニ
ア・レーシング）③長沢芽依（同）④鵜束祐
希（増毛暑寒レーシング）⑤駒井真子（エ
ムスクレーシング）⑥前鼻杏実（ハリーズ）
⑦羽吹天音（東川大雪スキー少年団）
▼同男子　①岩谷叶晟（留萌ジュニアス
キー少年団）②溝口雄陽（深川ジュニアア
ルペン）③町田雅仁（ナヨロ藤ジュニアア
ルペン）④前鼻弥優（和寒東山レーシン
グ）⑤松浦柊太（旭川ジュニアアルペン
チーム）⑥佐藤涼（和寒東山レーシング）
⑦澤田健太（ふらのアルペンジュニア）
▼小学６年女子　①小野崎澪（伊の沢
レーシング）②大西琴美（増毛暑寒レーシ
ング）③住吉美波（浜佐呂間小）④柏原瑞
季（東川大雪スキー少年団）⑤外山睦子
（和寒東山レーシング）⑥矢ノ目あゆ（東
川大雪スキー少年団）⑦松原歩夢（鷹栖ア
ルペンスキー少年団）
▼同男子　①髙本悠太（ほろたちスキー
少年団）②高橋遼河（ナヨロ藤ジュニアア
ルペン）③石川優太（伊の沢レーシング）
④伊藤翼（小平SRT）⑤近藤豪（愛別ス
キー少年団）⑥本郷新琉（旭川ジュニアア

ルペンチーム）⑦齊藤愁大（比布レーシン
グスキークラブ）
▼中学女子　①小野崎絢（伊の沢レーシ
ング）②山下菜月（美深名寄レーシング）
③飯原麻友子（比布レーシングスキークラ
ブ）④西田桃（東川大雪スキー少年団）
▼同男子　①石倉瑶太（東川大雪スキー
少年団）②佐々木崇（上湧別スキー少年
団競技部）③小野崎海（伊の沢レーシン
グ）④杉山太一（東川大雪スキー少年団）
⑤大橋涼平（伊の沢レーシング）⑥住吉龍
之助（佐呂間中）⑦松岡春輝（比布レーシ
ングスキークラブ）
▼ジェントルマンの部　①千葉俊幸
（E.O.R）②森田啓介（比布レーシングス
キークラブ・ULLR）③小池英明（恵庭おじ
さんレーシングG3）④石井善樹（D.D.S）⑤
中岡健一（名寄レーシングスキークラブ）
⑥坂上昭彦（住まいのトウメイサポートＳ
Ｃ）⑦星真寿己（旭川市）
▼界王の部　①原田光信（旭川レーシン
グ）②二ノ宮勝行（北浪漫好キー士別）③
杉本建夫（たけるレーシング）④沢口康
（第34区レーシング）⑤新崎裕一（新崎歯
科スキー部）⑥菅原明博（住まいのトウメ
イサポートＳＣ）⑦井上憲一（芦別スキー
連盟）
▼神の部　①朝倉春宗（旭川レーシング）
②高橋昭（芦別レーシングチーム）
▼エレガントレディーの部　①川田千秋
（チーム茶飯）②松田由美恵（TEAMまちゃ
こ）③吉原いづみ（赤平市）
▼アイアンマンの部　①吉澤和志（芦別
大橋サクランボ園）②漆山裕章（比布レー
シングスキークラブ）③河野直樹（旭川
レーシング）④遠藤寿宏（比布レーシング
スキークラブ）⑤三浦英輝（芦別レーシン

グスキークラブ）⑥吉崎智貴（D・D・S）⑦渡
邊秀人（比布レーシングスキークラブ）
▼ミドルマンの部　①佐藤健太（スー
パーサイヤ人）②谷藤順一（ホシザキ北海
道）③昔農昌人（比布レーシングスキーク
ラブ）④石川孝弘（美深レーシング）⑤野
澤はやぶさ（ナヨロスノーラボラトリー）⑥
村上武志（羽幌レーシング）⑦奥原真仁
（東川少年団シニア）
▼ヤンングマン　①中村育人（比布レー
シングスキークラブ）②新井遼（同）③阿部
紘志（チーム早川）④木村有斗（上湧別ス
キー少年団競技部）

◆第48回ぴっぷスキー場ＧＳ大会（１月
26日・ぴっぷスキー場）
▼中学年男子　①石倉瑶太③杉山太一

◆上川少年団交流大会（１月25日・富良
野スキー場）
▼３年女子　①谷玲亜
▼同男子　③柏原翔太
▼４年男子　②麻生圭太郎

◆第32回上川中央部スキー少年団アルペ
ン競技大会（１月18日・愛別ファミリース
キー場）
▼１、２年男子　③高井秀駿
▼３、４年女子　①谷玲亜
▼同男子　②麻生圭太郎
▼5、6年女子　①羽吹天音②矢ノ目あゆ
▼同男子　②杉本怜偉

◆スポーツハウスカップ旭川予選会（１月
５日・サンタプレゼントパーク）
▼中学男子　②石倉瑶太③杉山太一

各種大会成績各種大会成績

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

中
島
美
容
室
の
中
島
さ
ん
、閉
店
を

機
に
町
に
寄
付
金

　

２
月
７
日
、
中
島
巖
さ
ん
（
75
）

（
北
町
２
）
か
ら
役
場
に
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

 

妻
悦
子
さ
ん
（
76
）
が
、
昨
年
12
月

末
で
廃
業
し
た
中
島
美
容
室
（
西
町
１
）

を
長
く
経
営
し
て
き
ま
し
た
。

 

「
昭
和
38
年
に
結
婚
し
、
３
年
後
に

前
任
者
を
引
き
継
い
で
旧
農
協
組
合
会

館
に
出
店
し
た
の
が
始
ま
り
。
１
０
０

人
程
度
会
食
で
き
る
場
所
を
、
と
組
合

員
の
冠
婚
葬
祭
の
場
所
と
し
て
営
業
し

た
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
な
つ
か
し
い
思
い

出
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

 

寄
付
金
は
一
般
寄
付
と
し
て
町
の
事

業
に
役
立
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第
ニ
小
、旭
川
短
大
の
学
生
と一緒
に
ご

は
ん
と
み
そ
汁

　

２
月
19
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

料
理
実
習
室
で
第
二
小
学
校
の
５
、
６

年
生
児
童
13
人
が
旭
川
大
学
短
期
大
学

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

交
通
安
全
活
動
で
北
海
道
善
行
賞

　

長
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
活
動
で
岩

岡
正
子
さ
ん
（
66
）
＝
西
町
３
丁
目
＝
、

山
田
晋
祐
さ
ん
（
48
）
＝
11
区
＝
、
米

陀
満
江
さ
ん
（
61
）
＝
同
＝
の
３
人
が

そ
ろ
っ
て
北
海
道
善
行
賞
を
受
賞
。
２

月
21
日
、
役
場
で
松
岡
市
郎
町
長
か
ら

受
賞
伝
達
を
受
け
ま
し
た
（
五
十
音

順
）
。

　

と
も
に
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
４

月
か
ら
現
在
ま
で
町
の
交
通
指
導
員
と

し
て
19
年
間
に
わ
た
っ
て
活
動
。
朝
夕

の
登
下
校
時
に
子
供
た
ち
の
交
通
事
故

防
止
の
た
め
立
哨
啓
発
に
努
め
る
な
ど
、

欠
か
さ
ず
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

雪
ど
け
ライ
ブ
２
０
１
４
の
ご
案
内叢

舎

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
板
橋
文
夫
の

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。
ト

リ
オ
構
成
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ほ
か
に
竹

村
一
哲
（
ds
）
、
瀬
尾
高
志
（
bs
）
。

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
後
、

被
災
地
支
援
活
動
の
中
で
生
ま
れ
た

「
２
０
１
３
東
北
〜
祈
り
」
「
時
間
の

止
ま
っ
た
街
」
な
ど
を
演
奏
予
定
で
す
。

日
時　

４
月
５
日
（
土
）
午
後
７
時

（
開
演
）

場
所　

叢
舎
（
西
10
号
北
46
）

入
場
料　

３
千
円
（
前
売
り
の
み
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

叢
舎

（
澤
田
さ
ん
）
☎
82
|
４
４
１
６
、

木
工
駄
々
（
岡
﨑
さ
ん
）
☎
82
|
４

５
８
８

「
ホ
ル
ン・Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｎ・ホ
ル
ン
♪
」コン

サ
ー
ト
の
ご
案
内

ひ
が
し
か
わ
ピ
ア
ノ
さ
ろ
ん

　

ホ
ル
ン
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
ホ
ル
ン
奏
者
は
陸
上
自

衛
隊
第
２
音
楽
隊
（
旭
川
）
の
ホ
ル
ン

奏
者
、
小
野
高
幸
さ
ん
。
ピ
ア
ノ
奏
者

は
、
同
さ
ろ
ん
主
宰
の
三
島
知
子
さ
ん
。

　

ホ
ル
ン
は
一
般
的
な
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ホ
ル
ン
に
加
え
て
、
長
さ
約
４

メ
ー
ト
ル
の
木
製
ア
ル
プ
・
ホ
ル
ン
の

演
奏
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
童
謡
「
か

ら
た
ち
の
花
」
（
北
原
白
秋
作
詞
、
山

田
耕
筰
作
曲
）
な
ど
日
本
の
曲
と
映
画

音
楽
な
ど
親
し
み
や
す
い
選
曲
で
す
。

部
の
学
生
と
一
緒
に
ご
は
ん
と
み
そ
汁

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
家
庭
科
の
学
習
テ
ー
マ
の

中
に
、
「
お
米
か
ら
ご
飯
を
炊
く
、
み

そ
汁
を
作
る
」
と
い
う
課
題
が
あ
り
、

そ
の
実
習
に
食
物
栄
養
学
科
、
豊
島
琴

恵
教
授
と
食
物
栄
養
学
専
攻
ゼ
ミ
生
23

人
が
先
生
役
を
か
っ
て
出
ま
し
た
。

　

お
い
し
い
ご
飯
は
、
白
米
を
き
ち
ん

と
水
で
研
い
で
水
の
量
を
計
っ
て
浸
し
、

火
加
減
を
考
え
て
炊
き
上
げ
な
け
れ
ば

上
手
に
炊
き
上
が
り
ま
せ
ん
。
次
は
み

そ
汁
の
作
り
方
。
煮
干
し
か
ら
の
だ
し

の
取
り
方
な
ど
、
本
格
的
な
下
味
の
出

し
方
を
習
っ
て
豚
汁
づ
く
り
に
挑
戦
。

昼
食
は
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ご
は
ん
と

豚
汁
で
「
お
い
し
い
」
と
舌
鼓
。

　

豊
島
教
授
は
「
第
二
小
に
限
ら
ず
、

町
の
子
ど
も
た
ち
と
食
育
で
か
か
わ
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
善
行
賞
の
伝
達
を
受
け
た
岩
岡

さ
ん
、山
田
さ
ん
、米
陀
さ
ん（
左
か
ら
）
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社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

１
月
16
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

新
栄　
　
　
　
　

佐
藤　

紀
子
様

東
町
２
丁
目　
　

森
田　
　

栄
様

東
町
２
丁
目　
　

佐
藤　

勝
彦
様

東
町
２
丁
目　
　

小
林　

清
光
様

北
町
２
丁
目　
　

蝶
野
ト
モ
子
様

25
区　
　
　
　
　

寺
林　

与
一
様

28
区　
　
　
　
　

石
山　

純
一
様

31
区　
　
　
　
　

山
地　

弘
芝
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

日
々
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
み
ご

と
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
毎
月
第
３
木
曜
日
午

後
１
時
半
か
ら
同
４
時
ま
で
、
社
協

相
談
室
。
今
月
の
相
談
日
と
相
談
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
20
日　

奥 

山 

富 

雄

公営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者募集

そ の 他

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には
　入居することはできません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／3月末日（期限までの入居が要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（保証人２人がいない場合は入居取り消しになります）
／住まい室（内線115、116）

定住促進課

●公営住宅
募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居または同居しようとする親族がいる方（婚約中なども含む）
　※次のいづれかに該当する場合は単身入居も可能
　・申し込み時点で満60歳に到達している方
　・身体障がい等級1～4級まで、精神障がい等級1～３級、または知的障害（精神障害の程度に相当）の方
　・被生活保護者、ＤＶ被害者、ハンセン病療養者など
２．税金等の滞納がない方
３．法の規定により算出する月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
  ※次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
  ・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方で、かつ、同居者のいずれもが同日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
  ・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
  ・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
  ・精神障がい等級１～２級までの方がいる場合、知的障がいの方がいる場合（精神障がいの程度に相当）
  ・ハンセン病療養者の方などがいる場合

●特定公共賃貸住宅

募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．①は同居の親族がいない単身の方、②は原則4人以上の家族世帯
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合わせください

受付期間 3月3日㈪～同月13日㈭
定住促進課住まい室
3戸
１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（平成25年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は住まい室に用意しています。
※３、４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

①
・1戸（1階）
・25,100円～
　　65,300円

北団地A5
3LDK（93.90㎡） 北町3丁目11番

・ガス調理器、暖房機は各自用意
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　冬期除雪料は別途

・平成6年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場1台
・ペットは認められません

①

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・１戸（1階）
・31,600円～
　　59,600円

アヴニールⅡ
1LDK（39.0㎡） 西町１丁目9番

・オール電化住宅（機器リース料が月
　3,300円程度かかります）
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　冬期除雪料は別途

・オール電化住宅
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　冬期除雪料は別途

②

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・１戸（2階）
・52,800円～
　　97,500円

南団地B3
3LDK（105.15㎡） 南町１丁目6番

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ブ
で
、
セ
ロ
リ
の
よ
う
に
ス
ー
プ
に
入

れ
る
と
お
い
し
い
」
な
ど
、
春
か
ら
の

手
入
れ
と
し
て
、
初
心
者
に
も
分
か
り

や
す
い
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
ま
し
た
。

自
衛
官
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
隊
本
部
南
地
区
隊

　

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
南
地
区
隊
☎
22
|
０
６
４
８
、

ま
た
は
町
内
募
集
相
談
員
の
小
野
さ
ん

☎
82
|
３
７
３
７
、
樽
井
さ
ん
☎
82
|

４
７
０
２
。

▼
予
備
自
衛
官
補

資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

　

34
歳
未
満
の
者
（
今
年
７
月
１
日
現

　

在
）

受
け
付
け　

４
月
２
日
（
水
）
ま
で

（
必
着
）　

試
験
日　

４
月
11
日
（
金
）
〜
同
月
15

　

日
（
火
）
ま
で
の
１
日

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

▼
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
22
歳
以
上

　

26
歳
未
満
の
者
（
来
年
４
月
１
日
現

　

在
）

受
け
付
け　

４
月
25
日
（
金
）
ま
で

（
必
着
）

試
験
日　

①
５
月
10
日
（
土
）
＝
１
次

　

筆
記
試
験
②
同
月
11
日
（
日
）
＝
飛

　

行
要
員
希
望
者
適
性
検
査

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

日
時　

３
月
30
日
（
日
）
午
後
３
時
開

　

演
（
午
後
２
時
半
開
場
）

場
所　

ひ
が
し
か
わ
ピ
ア
ノ
さ
ろ
ん

（
南
町
４
丁
目
）

入
場
料　

千
円

定
員　

30
人
（
予
約
、
先
着
順
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

三
島
さ

ん
☎
（
f
a
x
兼
）
82
|
２
４
６
９

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、梅
木
さ

ん
の
庭
づ
く
り
講
演
会

　

２
月
20
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

梅
木
あ
ゆ
み
さ
ん
（
月
形
町
、
コ
テ
ー

ジ
ガ
ー
デ
ン
経
営
）
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

要
望
に
応
え
て
３
回
目
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
ハ
ー
ブ
と
宿
根
草
。
「
宿
根

草
は
管
理
が
大
切
。
春
に
芽
だ
し
の
肥

料
、
秋
雪
降
る
直
前
に
堆
肥
を
た
っ
ぷ

り
と
あ
げ
る
の
が
コ
ツ
。
あ
と
は
肥
料

を
あ
げ
過
ぎ
な
い
」
「
ラ
ビ
ッ
ジ
（
ラ

ブ
パ
セ
リ
）
は
植
え
っ
ぱ
な
し
の
ハ
ー

４
月
か
ら
協
会
け
ん
ぽ
の
介
護
保
険

料
率
が
引
き
上
が
り
ま
す

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

協
会
け
ん
ぽ
の
介
護
保
険
料
率
が
４

月
納
付
分
（
26
年
度
）
か
ら
１
・
７
２

㌫
（
25
年
度
１
・
５
５
㌫
）
に
引
き
上

げ
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
給
付
費
の
増
加
に
伴
っ
て
協
会

け
ん
ぽ
が
負
担
す
る
介
護
負
担
金
が
増

加
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

な
お
新
年
度
の
健
康
保
険
料
率
は
、

10
・
１
２
㌫
の
据
え
置
き
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
40
歳
以
上
の
方
が

加
入
し
て
い
る
第
2
号
介
護
保
険
被
保

険
者
が
納
付
し
て
い
る
保
険
料
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
北
海
道
支
部
企
画

総
務
部
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ
☎
（
代
）

０
１
１
|
７
２
６
|
０
３
５
２

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」推
進
標
語
の
募

集

国
土
交
通
省

　

国
土
交
通
省
は
毎
年
８
月
の
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
ち
な
ん
で
、
26
年

度
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
推
進
標
語
を
募

集
し
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
本
人
に
直
接
通
知
し
、

同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
、
同

月
間
の
推
進
に
幅
広
く
活
用
し
ま
す

（
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
の

著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
）
。

資
格　

小
学
生
以
上
の
方

期
間　

３
月
31
日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

部
門
・
賞　

○
小
学
生
の
部
○
中
学
生

　

の
部
○
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

　

＝
各
部
と
も
最
優
秀
賞
１
作
品
、
優

　

秀
賞
２
作
品

応
募
方
法　

は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル

（
１
人
何
作
品
で
も
応
募
可
）
。
標

語
、
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電

話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
応
募
部
門

の
別
、
ア
ン
ケ
ー
ト
＝
何
を
見
て
応

募
し
た
か
を
記
載
（
任
意
）

応
募
先　

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交

通
管
理
課
標
語
担
当
（
〒
１
０
０
│

８
９
１
８
、
東
京
都
千
代
田
区
霞
が

関
２
│
１
│
３
）
、
Ｅ
メ
ー
ル

fureaigekkan-h2x5@m
lit.go.jp

お
問
い
合
わ
せ　

道
路
局
道
路
交
通
管

理
総
務
係
課
（
水
上
さ
ん
、
五
野
井

さ
ん
）
☎
０
３
│
５
２
５
３
│
８
１

１
１
（
内
線
３
７
４
２
３
、
３
７
４

２
４
）

登
記
事
項
証
明
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
請
求
で
き
ま
す旭

川
地
方
法
務
局

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
お
手

元
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
会
社
、
土
地
・
建

物
の
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
を
簡
単
に

請
求
で
き
ま
す
。

 

法
務
局
の
窓
口
で
請
求
、
ま
た
は
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
に
比
べ
て
手
数
料

が
お
安
く
な
り
ま
す
。

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
「
登
記
・

供
託
ね
っ
と
」
と
入
力
す
る
と
、
法
務

局
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
接
続
で
き
ま
す
。
案
内

に
沿
っ
て
ご
希
望
の
請
求
手
続
き
に
お

進
み
く
だ
さ
い
。
ご
自
宅
か
ら
請
求
で

き
、
郵
便
を
利
用
し
て
証
明
書
な
ど
を

ご
自
宅
に
届
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
登
記
部
門
☎
（
直

通
）
38
|
１
１
４
６
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こ
の
町
で
、
の
ん
び
り
子
育
て

　

わ
が
家
の
２
歳
半
の
息
子
は
、

元
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
半
端
な
く
、

毎
日
驚
か
さ
れ
た
り
笑
っ
た
り
、

雷
落
と
し
た
り
疲
れ
過
ぎ
て
涙

が
で
た
り
…
。
一
日
と
し
て

「
今
日
は
平
穏
無
事
、
何
事
も

な
か
っ
た
♪
」
な
ど
と
思
え
る

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
時
代
に
部
活
を
し
て
い

た
時
、
過
酷
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

し
た
時
、
上
司
に
怒
鳴
ら
れ
て

い
た
時
よ
り
も
激
し
く
ハ
ー
ド

な
子
育
て
。
で
も
こ
の
２
年
半

を
振
り
返
え
る
と
、
「
大
変
！
」

で
は
な
く
、
「
過
去
最
高
に
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
日
々
！
」

と
い
う
感
想
に
な
る
の
で
不
思

議
で
す
。

　

東
京
で
暮
ら
し
た
10
年
間
は
、

自
分
の
た
め
だ
け
に
時
間
も
お

金
も
費
し
て
い
ま
し
た
。
で
も

こ
の
２
年
半
は
、
す
べ
て
の
思

考
回
路
が
子
ど
も
に
集
中
し
て
、

す
べ
て
の
時
間
を
子
ど
も
と
と

も
に
過
ご
し
て
い
る
。

　

以
前
は
〝
口
に
入
れ
ば
い

い
〞
と
い
う
程
度
だ
っ
た
食
生

活
の
質
は
、
今
で
は
添
加
物
を

気
に
し
て
食
事
や
お
や
つ
作
り

に
励
ん
だ
り
。
翌
朝
ま
で
六
本

木
で
飲
み
明
か
し
て
い
た
日
々

の
生
活
は
、
今
で
は
午
後
９
時

の
読
み
聞
か
せ
と
添
い
寝
の
毎

日
。
昔
の
仲
間
に
、
自
宅
の
窓

か
ら
見
え
る
壮
大
な
田
園
と
大

雪
山
の
景
色
を
見
せ
る

と
、
「
（
そ
ん

な
に
何
も
な

く
て
）
大

丈
夫
？
」

と
心
配

さ
れ
ま

す
。
で
も

そ
れ
が
不

思
議
な
こ
と

に
「
大
丈
夫
」
な

ん
で
す
ね
。

　

夫
の
地
元
が
東
川
だ
っ
た
と

い
う
縁
で
暮
ら
し
始
め
た
こ
の

町
で
す
が
、
子
ど
も
と
生
活
す

る
中
で
、
こ
の
町
の
環
境
が
子

育
て
に
最
高
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
徐
々
に
気
づ
き
、
今
で
は

「
こ
の
町
に
住
め
て
ラ
ッ

キ
ー
！
」
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
「
何
も
な
く
て
も
大

丈
夫
」
な
理
由
は
、
子
ど
も
の

目
ま
ぐ
る
し
い
成
長
が
私
を
飽

き
さ
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
と
生
活
し
て
い
く

中
で
〝 

東
京
の
都
心
に
あ
る

も
の
が
す
べ
て
レ
ベ
ル
が
高
く

て
質
の
い
い
も
の
〞
と

い
う
自
分
の
固
定

観
念
と
そ
れ

ま
で
の
価

値
観
が
が

ら
っ
と
変

わ
っ
た
こ

と
で
す
。

人
間
性
を
培

う
大
事
な
子
ど

も
時
代
は
、
過
酷

な
競
争
よ
り
も
人
と
自
然

と
の
豊
か
な
関
わ
り
、
そ
し
て

何
よ
り
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
が
必
要
で
、
こ
の
町
に
は
そ

の
す
べ
て
が
揃
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。    

　

夫
の
祖
父
母
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
役
場
や

図
書
館
の
方
、
商
店
の
人
と
隣

の
お
じ
さ
ん
…
。
安
心
で
き
る

人
や
地
域
、
顔
な
じ
み
が
増
え

る
に
つ
れ
て
、
生
活
に
楽
し
さ

と
温
か
さ
も
増
し
て
き
ま
し
た
。

町
に
は
雄
大
な
自
然
は
も
と
よ

り
、
写
真
や
木
工
、
自
然
に
ま

つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
い
て
、
一

流
の
先
生
が
あ
ち
こ
ち
に
い
る
。

都
心
に
暮
ら
さ
ず
と
も
良
い
も

の
を
吸
収
で
き
る
環
境
が
す
ぐ

身
近
に
あ
る
ん
で
す
。

　

そ
う
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
、
子
ど
も
と
の
生
活
が
、

上
ば
か
り
見
て
い
た
以
前
よ
り

も
日
々
を
大
事
に
暮
ら
す
事
の

大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
か
ら
。

た
だ
し
、
良
い
環
境
も
活
用
し

な
け
れ
ば
、
な
い
も
同
然
。
こ

の
町
で
子
ど
も
と
一
緒
に
な
っ

て
町
の
良
さ
を
存
分
に
味
わ
い

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ハ
ー
ド

な
日
々
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
町
で
、
の
ん
び
り
子
育
て

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

むし歯がない3歳児の割合（町の3歳児健診調べから）

平成17 18 19 20 21 22 23
（年度）

（％）
100

95

90

85

80

75

70

65

60

　

町
の
３
歳
児
健
診
結
果
に
よ
る
と
、
80

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
町
内
の
幼
児
は
虫
歯

が
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
国

の
目
標
で
は
３
歳
児
で
虫
歯
の
な
い
子
の

割
合
は
「
80
％
以
上
」
で
す
か
ら
、
東
川

町
で
は
そ
の
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
１
歳
６
カ
月
児
の
歯
に
は
、

ほ
と
ん
ど
虫
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

子
ど
も
が
３
歳
に
成
長
す
る
間
に
、
虫
歯

ゼ
ロ
の
子
が
減
っ
て
い
る
と
も
読
み
取
れ

ま
す
。
一
人
で
何
本
も
の
虫
歯
を
作
っ
て

し
ま
う
幼
児
も
近
年
見
受
け
ま
す
。

　

虫
歯
は
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
な
ど
虫
歯

菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
口
中

は
元
来
無
菌
で
す
。
し
か
し
次
第
に
い
ろ

い
ろ
な
菌
が
口
中
に
入
っ
て
常
在
し
、
生

え
出
し
て
き
た
乳
歯
の
表
面
に
付
着
し
ま

す
。

　

そ
こ
に
菌
の
餌
に
な
る
糖
分
な
ど
が
入

っ
て
く
る
と
、
菌
は
グ
ル
カ
ン
と
い
う
ネ

バ
ネ
バ
物
質
を
出
し
、
歯
垢
（
し
こ
う
）

の
原
因
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
し

て
い
く
う
ち
に
虫
歯
菌
が
繁
殖
し
ま
す
。

そ
れ
が
さ
ら
に
歯
の
溶
解
を
促
し
て
虫
歯

を
進
行
さ
せ
ま
す
。

事
だ
け
で
は
必
要
な
栄
養
摂
取
量
を
ま
か

な
い
切
れ
な
い
た
め
の
「
第
４
の
食
事
」

と
考
え
ま
し
ょ
う
。
「
お
や
つ
＝
お
菓
子
」

と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

食
事
や
お
や
つ
は
時
間
を
決
め
、
な
る

べ
く
砂
糖
が
入
っ
て
い
な
い

食
べ
物
、
お
に
ぎ
り
、
果
物
、

ふ
か
し
い
も
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
、
食
パ
ン
な
ど
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
飲
み
物
も
ジ
ュ
ー

ス
や
イ
オ
ン
飲
料
で
は
な
く
、

麦
茶
や
牛
乳
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

　

乳
幼
児
期
は
味
覚
の
形
成

期
で
す
。
こ
の
時
期
に
濃
い

味
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
昆

布
や
か
つ
お
節
な
ど
だ
し
汁

の
う
ま
味
や
食
材
本
来
の
味

が
分
か
ら
な
く
な
り
、
食
べ

物
の
好
き
嫌
い
を
助
長
し
か

ね
ま
せ
ん
。
薄
味
で
も
食
材

本
来
の
味
を
し
っ
か
り
と
味

わ
え
る
味
覚
を
育
て
ま
し
ょ

う
。

▼
歯
磨
き
習
慣
が
大
切

　

歯
ブ
ラ
シ
で
歯
磨
き
す
る

の
は
１
歳
前
後
か
ら
。
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

は
、
ガ
ー
ド
が
つ
い
て
柄
の
短
い
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
以
前
は
濡
ら
し
た

ガ
ー
ゼ
な
ど
で
歯
を
拭
い
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

　

食
後
に
必
ず
歯
を
磨
く
よ
う
習
慣
づ
け
、

自
分
一
人
で
磨
け
る
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ

う
。
大
人
は
仕
上
げ
磨
き
を
手
助
け
し
ま

し
ょ
う
。
歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
け
が
を
す

る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
歯
磨
き
中
は

子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

生
え
た
て
の
歯
は
歯
質
が
軟
ら
か
く
も

ろ
い
の
で
、
1
歳
を
過
ぎ
た
ら
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
で
歯
質
を
強
く
す
る
フ
ッ
素

塗
布
も
有
効
で
す
。

甘
い
お
菓
子
、ジ
ュ
ー
ス
は
虫
歯
菌
の
大
好
物

健
康
な
歯
は
離
乳
食
期
の
食
事
か
ら

甘
い
お
菓
子
、ジ
ュ
ー
ス
は
虫
歯
菌
の
大
好
物

健
康
な
歯
は
離
乳
食
期
の
食
事
か
ら

　

特
に
口
の
中
に
し
ょ
糖
、
砂
糖
が
入
る

と
口
中
に
酸
が
大
量
に
発
生
し
ま
す
。

歯
は
酸
に
よ
っ
て
溶
け
出
し
ま
す
が
、
食

物
が
口
の
中
に
何
も
な
い
時
間
が
十
分
に

あ
る
と
、
通
常
は
唾
液
に
よ
っ
て
歯
が
再

石
灰
化
し
、
溶
解
し
た
歯
の
表
面
を
修
復

し
て
く
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

甘
い
も
の
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
食
べ
て
い
る

と
、
口
の
中
が
常
に
酸
性
の
状
態
に
な
り
、

溶
け
出
し
た
歯
が
再
石
灰
化
で
き
ず
に
虫

歯
が
ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

虫
歯
菌
の
感
染
は
、
離
乳
食
期
が
多
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
唾
液
を
介
し
て

感
染
し
ま
す
の
で
、
大
人
と
同
じ
ス
プ
ー

ン
の
使
い
回
し
や
、
大
人
が
一
度
か
ん
だ

も
の
を
乳
児
に
食
べ
与
え
る
な
ど
は
止
め

ま
し
ょ
う
。
食
事
は
食
器
を
分
け
て
用
意

し
、
周
り
の
大
人
も
口
腔
（
こ
う
く
う
）

ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

お
や
つ
は「
第
４
の
食
事
」

　

乳
幼
児
期
の
お
や
つ
は
、
捕
食
と
し
て

栄
養
分
を
摂
取
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
だ
胃
の
容
量
が
小
さ
く
、
３
回
の
食

　
「
乳
歯
は
生
え
変
わ
る
か
ら
虫
歯
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
！
」
な
ど
と
子
ど
も
の
虫
歯
対
策
を
安
易
に
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

乳
歯
が
虫
歯
に
な
る
と
、そ
の
後
生
え
て
く
る
永
久
歯
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
食
べ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
話
す
能
力
の
発
達

に
も
大
き
く
影
響
し
て
し
ま
い
ま
す
。
乳
幼
児
期
の
食
事
と
お
や
つ
の
取
り
方
、
歯
磨
き
は
、
健
康
な
歯
の
た
め
に
大
切
な
第

一
歩
で
す
。

21 Higashikawa  2014  March



本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。 インターネットでも情報満載 ☞ http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

☎ 申し込み
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ひ
が
し
か
わ

Tow
n of photography

□
発
行
/東
川
町
役
場
　□
編
集
/企
画
総
務
課
企
画
財
政
室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.725 M

arch 2014

2014.

3

【3月分】

＜親子遊び体験教室＞
今月はありません
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
3日、4日、5日、10日、11日、12日、17日、18日、19日
会場は幼児センターです

会場は保健福祉センターです（2歳ふれあいルームを除く）

７日㈮

13日㈭

18日㈫

４日㈫
６日㈭
18日㈫

20日㈭
22日㈯
26日㈬
28日㈮

12:15～
10:00～11:30

10:00～11:30

18:30～20:30
10:00～11:30
14:00～16:00
14:00～15:00
10:00～11:00

3月の行事
東川高校卒業式（前10時、東川高校）
第42回北海道赤十字スキーパトロール競技大会
（前９時、キャンモアスキービレッジ）
平成26年東川町議会第１回定例会（前９時半、議場）
東川養護学校卒業式（前9時半、東川養護学校）
東川中学校第67回卒業式（前9時半、東川中）
東川第一小学校第113回卒業式（前10時、第一小）
東川小学校第114回卒業式（前10時、東川小）
東川第二小学校第112回卒業式（前10時、第二小）
東川第三小学校第110回卒業式（前10時、第三小）
東川町幼児センター第12回卒園式（前10時、幼児セ
ンター）
東川町議会第３回臨時会（前９時半、議場）

１日㈯

６日㈭
13日㈭
14日㈮
18日㈫
20日㈭

22日㈯
24日㈪

25日㈫

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

ごっくん教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
２歳ふれあいルーム

（子育て支援センター）
栄養教室

13：00～14：00
13：15～

9：00～12：00

10：00～13：00

…………
……………………

…

………………………

【4月分】
３日㈭
４日㈮

11日㈮
15日㈫

　移動献血車来庁
　もぐもぐ教室
　乳幼児健診
　じっくり子育て相談
　栄養教室

健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共

インフォメーションインフォメーション

○10日㈪まで
　▶旭正写真愛好会展
　▶全日本写真連盟旭川支部
　　第64回アサヒ北海道写真展
　▶写真の町ひがしかわ写真少年団写真展
○12日㈬～27日㈭
　▶第30回北海道報道写真展
　▶心に感じる写真　張宏聲の世界
※11日㈫、28日㈮は作品入れ替えのため休館

○17日㈪から４月18日㈮まで
　▶写真の町ひがしかわ写真少年団写真展

リコーダーアンサンブル、イコロ演奏会
カラダ美楽（みがく）クラブ
小さなメディカルハーブ教室（ハーブ＆アロマ） 

ここ研シネマ　映画「テンプルグランディン」無料

カラダ美楽（みがく）クラブ
かぜのこくらぶ（子どもの遊び場）
おとなり会（茶話会、参加自由）
健康体操教室
（4月分の申し込みは3月24日㈪午前9時から、電話、Fax、事務所窓口で）

文化ギャラリー
東町1丁目19-8

笑味ちゃん家（JAひがしかわ）
西町1丁目5-1　☎82-2121

3/3日㈪～10日㈪　東川養護学校作品展「いなほ展」
　　　　　　　　　　　（6日は作家在廊…13:30～14:00）


